
平成27年度第1回横須賀市自殺対策連絡会次第

日時：平成27年7月22日（水）

午後3時～

場所：横須賀市保健所第1研修室

健康部長のあいさつ熊釧漁浄ぅ総齢)．ノ↑田
圃流b莚．

連絡会の傍聴について

（I､倫篝､↓蝋韓､ﾌﾗﾉ純|名
座長及び副座長の選出について

母郷-齪斯に懲麗融懸偲罐
議事

砕榊蒲輔い瓦1
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3

4

（1）横須賀市における自殺の概要及び自殺対策実施状況について

獺舗讓郡鵡9恥鋤埴ぅ恥鋤舘燗
（2）その他

弘鷆i蝋溌砿wや-ン、舶叫高
研修会

演題：誰も自殺に追い込まれることのない社会へ

～地域のつながりが命を守る～

講師：NP○法人自殺対策支援センターライフリンク代表清水康之氏
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平成27年度

横須賀市における自殺の概要及び

自殺対策実施状況

雫
、

』
《

横須賀市自殺対策シンボルマーク｢カタバミ｣を抱いたスカリン

｢孤立させない｣｢寄り添う｣ということから2枚のカタバミを寄り添わせたデザイン

横須賀市健康部保健所健康づくり課

、



Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

目次

第1節

1E

2ホ

3ホ

第2節

第3節

『横須賀市自殺の概要

自殺率及び自殺者の計年推移

横須賀市の自殺者の状況

横須賀市の自殺未遂者の状況

『横須賀市自殺対策連絡会の取組みについて

『平成27年度横須賀市の自殺対策の実施状況

自殺の実態を明らかにする取組み

国民一人ひとりの気づきと見守りを促す取組み

・・・・・・・・・・・。・・・・・・1 ●

・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 ●

・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

’

’ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

’
・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

’

・・・・・・・・・・。・・・・・・・9

１
２
３
４
５
６
７
８
９

｡・・・｡。｡・・・・・・・・・・・9

．．・・・・・・・・・・・・・・・・10

早期対応の中心的役割を果たす人材を養成する取組み………･…･…・11

心の健康づくりを進める取組み

適切な精神科医療を受けられるようにする取組み

４
６
８
２
３
４

１
１
１
２
２
２

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

■
■
□
ロ
■
■

■
■
■
■
■
ｐ

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
●
■

■
■
■
■
■
●

■
■
■
■
●
■

■
■
■
□
■
●

■
■
■
■
●
■

■
、
■
■
□
■

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

■
●
■
■
■
■

■
■
■
Ｂ
ａ
■

I

社会的な取り組みで自殺を防ぐ取組み

自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐ取組み

適された人への支援を充実する取組み

民間団体との連携を強化する取組み

式

℃

｜｜

’



’節 横須賀市の自殺者の状況賀 者第 市1 の

1自殺率及び自殺者数の経年推移

(1)厚生労働省人口動態統計

平成910

横須賀市自殺者数(人）8392

横須賀市自殺率(%）19．321．4

神奈川県自殺者数(人)1,2961,905

神奈川県自殺率(%）15．723．0

全国自殺者数(人）23剛49431.755

全国自殺率(%）18．825．4
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※厚生労働省が集計しています。

※日本における日本人を対象とし､住所地を基に死亡時点で計上されます。

※自殺･事故等不明の場合は自殺以外とされます。

※翌年9月頃に確定値が公表され､現時点で確定値が発表されていないため平成25年までの集計です。

※1月から12月までの集計です。

※自殺総合対策大綱の数値目標における自殺死亡率の基になっています。

自殺率の比較(人口動態統計）
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－隆一横須賀市．､塞琴神奈川県一今←全国

自殺率比較(警察統計）(2)警察庁自殺統計(自殺日･住居地）
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平成212223

横須賀市自殺者数(人）869976

横須賀市自殺率(%）20．223．318．0

神奈川県自殺者数(人)1,8931,8971,882

神奈川県自殺率(%）21．421．421．1

全国自殺者数(人）32845131,69030.651
全固白殺率(%）25.7124.724.0

2425
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-●－横須賀市モー神奈川県÷全国

※警察庁が集計しています。

※総人口（日本における外国人を含む)を対象とし､発見地を基に発見(認知)時で計上されます。

※捜査等により、自殺であると判明した時に計上されます。

※平成21年から発見日･発見地に加え、自殺日･住居地の統計も公表されるようになりました。

※1月から12月までの集計です。

※翌年4月頃に確定値が公表されます。

－1－



2横須賀市の自殺者の状況（自殺統計。自殺日住居地）

(1)年代別自殺者数

年代別自殺者数(人）
平成22～26年

総数割合男女

82％44

4711％389

5814％4315

7618％5026

6516％4916
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～19歳
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30～39歳

40～49歳
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60～69歳
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(2)男女別自殺者数

男女別自殺者数(人）
平成22～26年平成22年平成23年

自殺者数割合自殺者散割合富殺者散割合
28574％6566％54’71％

13226％3434％2229％

4179976

平成24年

自段者数割合

5264％

2936％

81
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－72
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(3)職業別自殺者数

職業別自殺者数(人）
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平成23年

総数｜男女
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19172

21．1

707
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26179
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平成22～26年

総数比率男女
328％275

9824％8612

102％82

6014％060

184％180
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82％80
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無
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５
０
５
０
５
０
５
０

３
３
２
２
１
１

癖
癖
鐵
畷
鯉
蕊
〆
鰹
鮮
瞬
鰯

塵~融

瞬宇I聡言画一
Ｉ
ｂ
Ｂ
Ｉ
ｒ
ｌ
ｌ
８
■
Ｏ
Ｌ ■癖W蕊､“罷弧一繩1瀦fK蕊劉『
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その仙無職
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(4)原因｡動機別自殺者数

原因･動機別自殺者数(人）※複数選択可能のため自殺者数より多くなっています。
平成22～26年

総数比率男女
7013％4030

16932％9970

5410％495

326％293

112％74

31％30

204％164

16231％11349

521356165
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４
１
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平成23年

総数男女

1055

301416

11101

871

211

000

321

32275

966630

平成24年

総数男女
115．6

361719

55，0

770

211

110

431

28208

945935

平成25年

総数男女

16115

25205

12111

330

220

110

110

301812

906723

平成26年

総数男女
158．7

372413

14131

981

101

110

972

302010

1168135

家族問題

健康問題
経済生活問題
勤務問題
男女問題
学校問題
その他

不詳
総計
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家族問題健康問題経済生活問題勤務問題．男女問題 学校問題 その他
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(5)自殺未遂歴別自殺者数

自殺未遂歴別自殺者数(人）

未遂歴別自殺者数(平成22年～26年）

300

平成26年

総数男女

13310

594811

17116

896227

平成22～26年

総数比率男女
8420％3747

27466％20371

5914％4514

417285132

200

男
女
函
麓

未遂歴あり

未遂歴なし

不詳
総計

100 －

■ ■一一0

未遂歴あり未遂歴なし不詳

(6)同居人別自殺者数

同居人別自殺者数(人） 同居人別自殺者数(平成22年～26年）

平成22～26年

総数比率男女
8420％3747

27466％20371

5914％4514

417285132

平成26年

総数男女
563521

31256

220

896227

300

200

100

0

｢－．－~一~一
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庫ﾄー二言一
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同居人なし
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濁
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同居人あり同居人なし不詳

(7)自殺企図場所別自殺者数

自殺企図場所別自殺者数(人）

自殺企図場所別自殺者数(平成22年～26年）

ZOO

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0

平成22～26年．

総数比率男女‘

27065％17496

143％77

195％154

133％94

154％132

8621％6719

00％00

417285132

平成26年

総数男女

654223

101

220

110

770

13103

000

896227

自宅等

~言層置7F
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海･河川等
山
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‘不詳
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手段別自殺者数(平成22年～26年）
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(8)自殺手段別自殺者数

手段別自殺者数(人）
＝
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平成22～26年

総数比率男女

28769％20186

51％23

307％246

379％2017

143％122

4411％26．'8

00％00
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曜日別自殺者数(平成22年～26年）
(9)曜日別自殺者数

曜日別自殺者数(人）
０
５
０
５
０
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０
５
０
５
０

５
４
４
３
３
２
２
１
．
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平成22～26年

総数比率男女

4411％2915

6215％4220

5313％3320

5613％4115

6115％4417

6415％4321

6014％4218

174％116

417285132
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(10)時間別自殺者数

時間別自殺者数(人）
平成22～26年

総数比率男女
4010％2713

184％126

256％187

236％185

164％124

215％138

389％2414

276％198

225％139

287％1612

184％153

143％95

12730％8938
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3－横須賀市の自殺未遂者の状況(保健所健康づくり課）

横須賀市保健所が、平成22年8月から平成27年3月まで自殺未遂者559名を調査した。

（1）性別
男性は、160名女性は、399名であった。
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三節横須賀市自殺対策連絡会及び横須賀市の取組み第 横
一一一一句P■二

平成18年12月1日に横須賀市自殺対策連絡会要綱を定め､本市内の関係機関が連携を強化し､現状、
課題及びこれらを踏まえた自殺対策の情報を共有するために横須賀市自殺対策連絡会を設置して､各種
取り組みを実施してきました。

自殺対策連絡協議会 横須賀市の取組み 国の自殺対策の経過
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平成18年度第1回

黄須賀市自殺対策連絡協議会
平成18年12月18日

横須賀市自殺対策連絡協議会発足

(平
自殺対策
成18年6月

基本法

21日公布）
(平成18年10月28日施行）横須賀こころの電話(16年12月～）

平成19年度第1回
横須賀市自殺対策連絡協議会
平成19年7月25日

総合窓口紹介冊子
「よこすか心のホットライ」
・作成愚配布開始

自殺総合対策大綱
(平成19年6月8日閣議決定）

平成19年度第2回
横須賀市自殺対策連絡協議会
平成20年1月30日

自殺対策シンボルマーク制定 自殺総合対策大綱一部改正

（平成20年10月31日）

平成20年度第1回

横須賀市自殺対策連絡協議会
平成20年7月10日

…
自殺対策街頭キャンペーン開始

ゲートキーパー研修開始 自殺対策100日プラン

(平成21年11月27日）

平成21年度第1回

横須賀市自殺対策連絡協議会
平成21年7月2日

地域自殺対策緊急強化基金

造成

平成21年度第2回
■一、

横須賀市自殺対策連絡協議会

平成22年1月21日

自殺未遂者支援事業開始
(横須賀共済病院)

平成22年度第1回
横須賀市自殺対策連絡協議会
平成22年7月15日

自死遺族分かち合いの会開始平成22年度第2回．
横須賀市自殺対策連絡協議会
平成23年1月20日 自死遺族相談会開始

生きる支援連絡会
(23年度～27年度）

平成23年度第1回

横須賀市自殺対策連絡協議会
平成23年7月6日

平成23年度第2回

横須賀市自殺対策連絡協議会
平成24年2月1日

(平成24年8月28日閣議決定)：
平成24年度第1回

横須賀市自殺対策連絡協議会
平成24年6月27日

平成24年度第2回
横須賀市自殺対策連絡協議会
平成25年1月30日

平成25年度第1回
横須賀市自殺対策連絡会
平成25年7月24日

平成25年度第2回
横須賀市自殺対策連絡会
平成26年1月29日

…
ゲートキーパー登録制度開始

性的マイノリティ分かち合いの会開始

自殺未遂者支援事業開始
(横須賀市立うわまち病院）

平成26年度第2回

横須賀市自殺対策連絡会
平成27年1月28日



、第s節平成27年度の横須賀市自殺対策の実施蝿曇一’

1自殺の実態を明らかにする取組み

実態解明のための調査の実施

「人口動態調査死亡小票」や警察庁の自殺統計をもとに横須賀市における自殺傾向を分析。

【保健所健康づくり課】

(1)

○

(2)自殺未遂者、遺族等の実態及び支援方策についての調査の推進

○横須賀共済病院救命救急センターとうわまち病院と連携して自殺未遂者対策事業を実施する
中で、調査票の活用と実態分析。

○自死遺族分かち合いの会の参加者にアンケート調査を実施し、県内で取りまとめを行う。

【保健所健康づくり課】

○横須賀市救急医療センターでの自傷自殺未遂で受診者の状況調査を継続実施。

【医師会】

(3)児童生徒の自殺予防等についての調査の推進

○児童生徒の自殺があった場合に、教育委員会、学校による調査を進め、必要に応じて第三者
及び警察との連携による実態把握を進める。

【教育委員会】

側
○
既存資料の利活用の促進．．

「自殺実態白書」等自殺に関する統計をもとに、横須賀市の自殺の傾向・実態把握を行う。

【保健所健康づくり課】

－9－
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2市民一人ひとりの気づきと見守りを促す取組み

(1)自殺予防週間と自殺対策強化月間の実施

○広報紙に、自殺予防週間(8月号)及び自殺対策強化月間(3月号)に関する記事を掲載。

○自殺予防週間(9月)及び自殺対策強化月間(3月)において、自殺対策シンボルマークのキャッ
プ、Tシャツ及びたすきを着用し、街頭キャンペーンを実施。（9月は、県と共催）

○自殺対策講演会・ミニコンサートを神奈川県と共催で9月に実施。

○自殺予防週間に合わせてポスターを掲示。

【保健所健康づくり課】

○行政機関(県精神保健福祉センター、社会福祉士会)等と共同で包括相談会を9月に開催。

【弁護士会、司法書士会、保健所健康づくり課】 、。

(2)児童生徒の自殺予防に資する教育の実施

○学校におけるすべての教育活動で、生命尊重の意識を前提として、児童生徒の自尊感情や自
己有用感を育てる。

○言語活動や体験活動を重視し、地域の高齢者等との世代間交流の活動を利用するなどして、
児童生徒が命の大切さを実感し、自尊心をはぐくむ教育を推進する。’

○メディアリテラシー教育とともに、情報モラル教育及び違法有害情報対策を推進する。
（． 【教育委員会】

(3)うつ病についての普及啓発の推進

○働く人のメンタルヘルス・ポータルサイト「こころの耳」（うつ病・自殺予防をはじめとす
るメンタルヘルスに関する情報を、働く人、その家族、事業者・上司・同僚、支援する人、
それぞれの立場の人へ提供する）を事業者、労働者への周知を行う。

【労働基準監督署】

○高齢者とその介護者に対するうつ病の認識、受診の啓発を促進する。

【高齢福祉課】

○プレママ、プレパパ教室の中での普及。

○新生児訪問や乳児健診でのエジンバラ産後うつ質問票を使用した普及啓発を実施。．

【こども健康課】

○問題を抱えた時に危険な状態に追い込まれないために、
．（ア）自分自身がストレスに気づき
（イ）これに対応するための知識、方法を身につけ
（ウ）実践することができるようにストレスに強い心の健康づくりに日頃か.ら努める
以上について、多くの学校で、道徳や総合的な学習の時間等に取り組む。

【教育委員会】

○「よこすか心のホットライン」の作成。

○うつ病等に対する理解を深めるための講演会の開催。

【保健所健康づくり課】

一

(4)自殺や自殺関連事象等に関する正しい知識の普及

○自殺予防を目的とした講演会の開催。

○ゲートキーパー養成研修（2回コース）を10月に開催。

○ゲートキーパーフォローアップ研修を12月に開催。

‐
ｈ
Ｍ
Ｍ
Ｈ
Ｈ
Ｍ
Ｍ
Ⅱ
Ⅲ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ

【保健所健康づくり課】
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3早期対応の中心的役割を果たす人材を養成する取組み

かかりつけの医師等のう.つ病等の精神疾患の診断・治療技術の向上

「自殺予防マニュアル」（平成26年5月第3版）に基づき、医師が常にうつ病を念頭におい
て、早期に診断し適切な治療に結びつけることの重要性を周知。

精神保健委員会を定期的に開催し、医師会の事業計画を討議する。

かかりつけ医への自殺予防と精神疾患の理解と診療スキルを学ぶ機会を設ける。

【医師会】

川
○
○
○

(2)教職員に対する普及啓発等の実施

○保健相談、子どものメンタルヘルス､心の健康などに関するテーマを意識し、教員研修の内
容を充実させる。

○スクールカウンセラーやふれあい相談員、登校支援相談員、スクールソーシャルワーカーの
派遣を行う。

【教育委員会】

~

(3)地域保健スタッフや産業保健スタッフの資質の向上

○薬剤師会、歯科医師会と連携していく。過量服薬予防に対して薬剤師と協力する。研究会、
研修会を企画開催予定。

【医師会】

○事業所連絡会等情報交換の場における各事業所の取組み状況の紹介。

【労働基準監督署】

○医師会、歯科医師会と連携していく。過量服薬予防に対して医師と協力する。医師会開催予
一定の研究会、研修会へ参加。

【薬剤師会】

○地域で活動する保健師や助産師に対し､心の健康問題に関する相談機能を向上させるため、
心の健康づくりや自殺予防についての研修に参加し、資質の向上に努める。

【こども健康課】

○地域保健スタッフや産業保健スタッフに対し、メンタルヘルスの知識の普及を図るための研
修を11月に実施。

【保健所健康づくり課】

(4)介護支援専門員等に対する研修の実施

○介護事業従事者に対し、心の健康づくりや自殺予防に関する知識の普及・啓発を図るため、
メンタルヘルスに関した情報を提供。

【高齢福祉課】

○介護支援専門員等を対象に、心の健康問題に関する相談機能の向上を図るため、介護事業従
事者の研修等の機会を積極的に活用し、心の健康づくりや自殺予防についての研修を行い、
うつ病や自殺を考えている人のサインに気づき、適切な対応をとることができる人材を育つ
よう、担当課と協力体制をとる。

【保健所健康づくり課】

←
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(5)民生委員・児童委員等への研修の実施

O住民主体の見守り活動を推進するため心の健康に関する知識の普及啓発の研修をする。

○相談機関の連携の必要性についての知識の普及啓発。

【民生委員児童委員協議会】

○民生委員・児童委員を対象に、自殺に対する知識の向上を図るため、心の健康づくりや自殺
予防についての研修の実施を検討。

(6)

○

連携調整を担う人材の養成の充実

県と地域自殺連絡調整会議を9月に共催し、関係機関の連携強化を図るとともに調整をできる
人材を育成する。

【保健所健康づくり課】

(7)社会的要因に関連する相談員の資質の向上

○司法書士業務のためのメンタルヘルスハンドブックを配布。

○司法書士会会員向けに自殺対策の研修を年4回実施。

【司法書士会】

○相談者のメンタルヘルスについての正しい知識の普及に努め、研修会等へ積極的に参加す
る。

【各機関】

(8)遺族等に対応する公的機関の職員の資質の向上

○自殺に対する知識の向上を図るための研修への参加。

【警察署】

○119番通報受信時及び救急現場での接遇能力の向上。

【消防局】

○警察職員・消防職員・救急病院職員に対し、うつ病等の理解を深め、自殺に対する知識の向
上を図るための研修の開催．

【保健所健康づくり課】

(9)

○

自殺対策従事者への心のケアの推進

自殺対策従事者のストレスケアや心の健康保持・増進のための研修等を実施。

【保健所健康づくり課】

(10)様々な分野でのゲートキーパーの養成の促進

○悩んでいる人に気づき、適切な対応を図ることができるゲートキーパーを担う研修への参
加。

【各機関】

－12－
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○睡眠改善薬の購入が連続している方や向精神薬を長期間処方されている患者に声かけをし、
必要があれば受診勧奨や医療機関、相談窓口の紹介、かかりつけの医師への相談を進める。

【薬剤師会】

○市内の消防団員、婦人防火クラブに対し、ゲートキーパー研修を実施。

【消防局・保健所健康づくり課】

ゲートキーパー養成研修(2回コース)を10月に実施。

ゲートキーパーフォローアップ研修を12月に実施。

出前トークメニューにゲートキーパーを追加し､周知を図る。

○
○
○
○

‐

ゲートキーパー登録制度を継続実施。
勺

【保健所健康づくり課】

0

‐
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4心の健康づくりを進める取組み

(1)職場におけるメンタルヘルス対策の推進

○小規模事業所.(労働者50人未満の事業主及び労働者）を対象とした健康相談。
①三浦半島地域産業保健センターから医師を派遣し、過重労働に関する医師による面接指導
②夜間及び休日健康相談窓口の開設
身近な医療機関で容易にメンタルヘルスを含めた健康相談が受けられるようにする。

【医師会】

○「労働者の心の健康の保持増進のための指針」の普及啓発。

○事業所内のメンタル不調者に対する体制づくり支援のため、神奈川産業保健総合支援セン
ター（メンタルヘルス対策支援センターの事業を継続運営する）の活用の周知。

○小規模事業場に対する産業保健総合支援センター地域窓口（地域産業保健センター）への相
談勧奨。

○働く人のメンタルヘルス・ポータルサイト「こころの耳」の活用勧奨。

○メンタル不調により休職した労働者の職場復帰支援マニュアルの策定等の整備促進。

○長時間労働抑制指導。

○メンタルヘルス対策の強化・充実を盛込んだ改正労働安全衛生法（ストレスチェック実施の
義務化等）の周知｡。

【労働基準監督署】

○チラシやパンフレット等による周知。

【労働基準監督署、産業振興財団、商工会議所】

○メンタルヘルスに関する講演会や研修の開催。

○メンタルヘルス対策の取組みが進んでいない小規模事業場に対しては、産業保健と地域保健
との連携などにより支援を充実させる

【産業振興財団】

○母子保健業務の中で生まれるストレス等での燃えつき症候群等の発生を防ぐため、専門職に
よるスタッフケアを実施。

【こども健康課】

○産業保健スタッフや地域保健スタッフに対し、研修会や勉強会を行う中で、情報交換を通じ
‐ながら、お互いの連携を図る。

【保健所健康づくり課】

(2)地域における心の健康づくり推進体制の整備

○児童相談所、青少年相談センターへの精神科医の派遣。

○妊娠中や子育て中の親に対し、心の健康に関する知識の普及啓発。

(3)学校における心の健康づくり推進体制の整備

○教育委員会及び教育研究所への精神科医の協力。

－14－
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○学校における相談体制の充実。

○養護教諭の行なう保健相談活動を推進。

○保健室やカウンセリングルームなどをより開かれた場として活用。

○スクールカウンセラー、ふれあい相談員、登校支援相談員、スクールソーシャルワーカーの
配置により相談体制の充実を図る。

○相談時間の確保と周知。

【教育委員会】

○産業保健スタッフや地域保健スタッフに対し、研修会や勉強会を行う中で、情報交換を通じ
ながら、お互いの連携を図る。

【保健所健康づくり課】

(4)大規模災害における被災者の心のケア､･生活再建等の推進

○災害派遣精神医療チーム（DPAT）への参加。
災害派遣精神医療チーム（DPAT）とは：
自然災害や犯罪事件・航空機・列車事故等の集団災害が発生した場合、被災地域の精神保
健医療機能が一時的に低下し、さらに災害ストレス等により新たに精神的問題が生じる等、
精神保健医療への需要が拡大する。このような災害の場合には、被災地域の精神保健医療
ニーズの把握、他の保健医療体制との連携、各種関係機関等とのマネージメント､専門性の
高い精神科医療の提供と精神保健活動の支援が必要である。
このような活動を行うために都道府県及び政令指定都市(以下「都道府県等」という。）
によって組織される、専門的な研修・訓練を受けた災害派遣精神医療チームが､PATである。

【医師会】

○東日本大震災で被災された方のために、無料法律相談や損害賠償説明会などを開催。被災者
ホットダイヤルを設けている。

【弁護士会】

↓
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5適切な精神科医療を受けられるようにする取組み

(1)精神科医療を担う人材の養成など精神科医療体制の充実

○かかりつけ医では対応が困難とされる事例に関して、精神科医会でサポート。

【医師会】

うつ病の受診率の向上

冊子「よこすか心のホットライン｣.にて、うつ病に関する正しい知識の普及啓発を行う。

自殺対策ホームページ及び広報にて、うつ病に関する正しい知識の普及啓発を行う。

早期に受診に繋げる連携体制の検討。

【保健所健康づくり課】

②
○
○
○

かかりつけの医師等のうつ病等の精神疾患の診断・治療技術の向上

「自殺予防マニュアル」（平成26年5月第3版）に基づき、医師が常にうつ病を念頭におい
て、早期に診断し適切な治療に結びつけることの重要性を周知。

【医師会】

(3)

○

(4)うつ病スクリーニングの実施

○相談を受けた際、うつ病の懸念がある人を把握した場合、当事者の困り感に寄り添いなが
ら、可能であれば精神医療機関受診勧奨や保健所への相談につながるような助言を行う。

【商工会議所・弁護士会・産業振興財団・司法書士会・薬剤師会・市民生活課・消費生活セ
ンター・人権・男女共同参画課】

○地域支援事業を希望する65歳以上の高齢者に基本チェックリストを実施することで、うつ傾
向のある者を早期に発見し、適切な相談支援につなぐ。

【高齢福祉課】

○こんにちは赤ちゃん訪問（新生児訪問）、乳児健診時エジンバラ産後うつ質問票を使用し、
・スクリーニングし早期に支援していく。

○母子訪問、各種相談の際、うつ病の懸念がある人を把握し、医師相談につなげる。

【こども健康課】

○相談を受けた際、うつ病の懸念がある人を把握した場合、当事者の困り感に寄り添いなが
ら、可能であれば精神科医療機関受診勧奨につなげる。

○市民健診、健康教室、健康相談の機会を活用することにより、地域でうつ病の懸念がある人
を、専門の相談窓口や医師相談につなげる。

【保健所健康づくり課】

‐

り

(5)うつ病以外の精神疾患等によるハイリスク者対策の推進・’

○かかりつけ医への自殺予防と精神疾患の理解と診療スキルを学ぶ機会を設ける。特に、アル
コール問題について啓発していく。

【医師会】

○多重債務相談を受けて適切に助言を行っているほか、弁護士による「多重債務特別相談会」
（月2回・予約制）を実施。

【消費生活センター】

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
Ｉ
ｌ
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○思春期・青年期において精神的問題を抱える者や自傷行為を繰り返す者について、救急医療
機関、精神保健福祉センター．保健所、教育機関等を含めた連携体制の構築により適切な医
療機関や相談機関を支援する等、精神疾患の早期発見、早期介入のための取組みを促進す
る。

【教育委員会】

○性的マイノリティ分かち合いの会「CafeSHlPポートよこすか」開催を支援するため補助
金を交付。

【保健所健康づくり課】

(6)

○

ノ

ｰ

慢性疾患患者等に対する支援

難病やエイズの相談を受けた際に､うつ病のM
に寄り添いながら、可能であれば精神科医療#
健康係への相談につながるような助言を行う。

を受けた際に､うつ病の懸念がある人を把握した場合、当事者の困り感
可能であれば精神科医療機関受診勧奨や、保健所健康づくり課こころの

【保健所健康づくり課】
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6社会的な取り組みで自殺を防ぐ取組み

(1)地域における相談体制の充実と支援策、相談窓口情報等の分かりやすい発信

○意を決して窓口を訪れた人を「たらい回し」にしてはならない。人の悩みは多種多様であ
る、悩みを抱えた人やその周りの人が助けを求めた時、速やかにその声を聞き届け、必要な
支援を行うとともに他の悩みを抱えていた時には､その関係機関に適切につなぐ。

【各機関】

○相談窓口の広報。

【民生委員・児童委員会、産業振興財団、高齢福祉課、教育委員会、子ども健康課】

○働く人のメンタルヘルス．ポータルサイト「こころの耳」等相談窓口案内の紹介。

【労働基準監督署】

○市内行政センターにおいて相談会の実施。

【司法書士会】

○［デュオよこすか女性のための相談室］
相談内容に対し、よりふさわしい相談窓口の紹介を行う。
［性的マイノリティに関する相談窓口の紹介］
市ホームページに性的マイノリティに関する相談窓口の紹介をするとともに性的マイノリ
ティ・コミュニティスペース「SHlPにじいろキャビン」及び「LGBTの家族と友人をつなぐ
会」をリンク掲載。

【人権・男女共同参画課】

○自殺予防週間において、専門家による心の健康相談や多重債務相談、労働相談を県立保健福
祉大学内にて実施。

､○ひきこもり当事者や家族の支援のため、相談窓口を開設するとともに、当事者の会、家族会
を実施。

‘【保健所健康づくり課】

○市民生活相談を実施。

【市民生活課】

○年中無休の「横須賀こころの電話」を実施。
平日：17時～24時、土日祭日：9時～24時
毎月第2水曜日は、17時～翌朝6時・

【三浦半島精神障害者を支える会】

(2)多重債務の相談窓口の整備とセーフティネット融資の充実

○相談を受けた際、相談者の抱えている悩みの中に。多重債務に関する問題が含まれていた場
合、法律相談につなげる。

【民生委員児童委員協議会、商工会議所、三浦半島精神障害者を支える会】

○ホームページ上において相談窓口情報の提供をする。

【警察署】

○多重債務相談を受けて適切に助言を行っている。

【弁護士会・司法書士会】

○市民相談室で、多重債務相談を受けて適切に助言を行っている。

【市民生活課】

－18－
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○［デュオよこすか女性のための相談室］
相談の中に、多重債務に関する問題がある際は、法律的な解決を勧めるとともに、消費生活
センターなどの相談窓口を紹介する。

【人権・男女共同参画課】

4

○多重債務相談を受けて適切に助言を行っているほか、弁護士による「多重債務特別相談会」
（月2回・予約制）を実施している。

【消費生活センター】

○相談を受けた際、相談者の抱えている悩みの中に、多重債務に関する問題が含まれていた場
合､法律相談につなげる

【高齢福祉課、教育委員会､保健所健康づくり課】

0

、

(3)失業者等に対する相談窓口の充実等

○個々の求職者の実情に応じた再就職支援を行う。

○ハローワークにおける失業者への情報提供方法の充実。

【職業安定所】

○「法律相談｣を実施。

【弁護士会】‘

(4)経営者に対する相談事業の実施等

○神奈川産業保健総合支援センター（メンタルヘルス対策支援センターの事業を継続運営す
る）の紹介。

【労働基準監督署】

○経営の危機に直面した中小企業を対象とした相談事業を引き続き推進する。

○中小企業の一般的な経営相談に対応する相談事業を引き続き推進する。

○事業に失敗した人など経済的に困難な状況にある経営者が事業に再チャレンジできるよう支
援すべく、早期撤退や新たな事業への再挑戦について専門家による相談対応を行う窓口を設
置する。

【商工会議所】

○①経営相談や従業員のメンタルヘルスに関する相談を実施。

○経営コンサルタントを派遣し、個別企業の経営課題等に対応したセミナーを実施。

【産業振興財団】

○「法律相談｣を実施。

【弁護士会】

４

０
－

●

一

(5)法的問題解決のための情報提供の充実

○「法律相談｣を実施。

【弁護士会】

○平日午後より無料電話相談等を実施。

【司法書士会】

－19－



○「法律相談｣を実施しているほか、他機関も案内。

【市民生活課】

○［デュオよこすか女性のための相談室］
一般相談の中で、法的問題解決が必要な内容がある場合は、月に1回行っている「女性のた
めの法律相談」を勧める。急を要する場合は、市民相談室や法テラスなどを紹介する。

【人権・男女共同参画課】

○「法律相談｣を実施しているほか、他機関も案内している。

【消費生活センター】

○冊子「よこすか心のホットライン」の拡充。(内容の改訂、相談機関の補充）

○自殺対策ホームページの拡充。

【保健所健康づくり課】

(6)危険な場所、薬品等の規制等

○自殺するおそれのある家出人に関する家出人発見活動を継続して実施。

○依存性が強い薬品の情報提供や適切な服用の方法を窓口で伝える。

【警察署】

【薬剤師会】

(7)介護者への支援の充実

○高齢者を介護する者の負担を軽減するため、ケアマネジャー及び、地域包括支援センター、
その他関係機関（医療機関等）との連携協力の整備・推進。

○介護者に対する相談等が円滑に実施されるよう、相談業務に従事する職員に対し研修等で資
質の向上を図る°

○高齢者の自殺者の中には、家族と同居している人も多く、生前、介護や介護の負担をかけて
いることに遠慮して、家族による看護や介護に対し精神的負担を感じている言動が聞かれる
ことから、次の偏見をなくす取組みを実施。
（ア）歳をとったら問題を抱えて気分が落ち込んでも当然だ
（イ）老い先短いお年寄りが死を選ぶのも仕方がない

○家族などの周りの人が不眠等のうつ病のサインに気づいたときの対応及び支援6

【高齢福祉課】

(8)いじめを苦に自殺した子どもの自殺の予防

○横浜弁護士会として、こどもの人権相談、いじめ予防授業を実施

【弁護士会】

○こども青少年相談の実施。‘

【こども青少年支援課】

○学校、地域､家庭が連携して、いじめを早期に発見し、適切に対応できる地域ぐるみに体制
整備。

○学級担当、養護教諭等の教師に、下記を実施。
（ア）自殺のサイン等の自殺の危険に気づく教育．
（イ）気づいたときの対応方法の教育

○学校いじめ防止対策委員会を中心に、組織的な予防体制をつくる。

【教育委員会】

〃

－20－
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(9)児童虐待や性犯罪・性暴力の被害者への支援の充実

○「法律相談｣を実施しているほか、他機関も案内している。

子

(10)生活困窮者への支援の充実

O「法律相談｣を実施しているほか、他機関も案内している。

○生活保護申請につき同行支援を行っている。

－21－

【弁護士会】

【弁護士会】

【司法書士会】



7自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐ取組み

(1)救急医療施設における精神科医による診療体制等の充実．

○横須賀市救急医療センターでの自傷、自殺未遂で受診者の状況調査を継続実施。

【医師会】

(2)家族等の身近な人の見守りに対する支援

○相談で自殺未遂者を把握した場合、本人了解の上で保健所につなげる。

【民生委員児童委員協議会・児童委員会、高齢福祉課】

○［デュオよこすか女性のための相談室］
相談の中に、自殺未遂の経験があるような場合は、健康づくり課への相談も勧める。

【人権・男女共同参画課】

○相談窓口で自殺未遂者を把握した場合、本人了解の上で保健所や児童相談所、健康福祉セン
ターにつなげる。

○自殺未遂者及びその周辺の子ども達に、必要に応じてカウンセリングにつなげるなどの対
応。

【こども青少年支援課、教育委員会】

○医療機関、警察等と連携し、自殺未遂者本人及び家族に対する再発防止対策の励行。

【消防局】

○自殺未遂を起こした人が退院した際、地域の関係機関で支えるための医療保健福祉のネット
ワークの構築を図り、継続的なケアができる体制の整備を相談機関連絡会にて検討。

○自殺未遂者検討会において、横須賀共済病院とうわまち病院スタッフと自殺未遂者支援や連
携体制の構築について検討。

【保健所健康づくり課】

ー
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8遺された人への支援を充実する取組み

遺族の自助グループ等の運営支援

隔月「自死遺族分かち合いの会」の実施。

毎月「自殺遺族相談」の実施。

【保健所健康づくり課】

学校、職場での事後対応の促進

教師に対する事後対応に関する知識の普及、生徒児童・親に対する迅速で手厚い事後対応
（早い段階から心のケア）を行う。
事後対応に関するマニュアルは、神奈川県教育委員会にて作成したマニュアル「いきる」を
使用。

【教育委員会】

川
○
○

側
○
○

8

毛

1

遺族等のための情報提供の推進等

「自死遺族分かちあいの会」の案内を市内3警察、救急対応9病院に配置。

冊子「よこすか心のホットライン」を関係機関窓口に設置。

自殺予防街頭キャンペーンの実施。

自殺対策ホームページにて情報提供。

【保健所健康づくり課】

(3)

○

(4)遺児への支援

○自殺者の遺児の相談に備え、相談担当職員の資質向上に努める。

【こども青少年支援課】

○自殺者の遺児に対するケアを含め、教育相談を担当する教職員の資質向上のための研修を行
う。

【教育委員会】

○「大切な人を亡くした子供とその家族のつどい」について情報提供。

【保健所健康づくり課】

8

●
一

●
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9民間団体との連携を強化する取組みI
I

(1)民間団体の人材育成に対する支援

○ボランティア電話相談員の研修の実施。

【三浦半島精神障害者を支える会】

○ゲートキーパー養成研修や出前トークにより悩んでいる人への気づける、適切な対応ができ
る人材を育成。

【保健所健康づくり課】

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

舎
遥

さ

(2)地域における連携体制の確立

○地域包括支援センター向けの勉強会を無料で開催。

【司法書士会】

○横須賀市医師会との勉強会の開催による連携。

【薬剤師会】

○自殺対策連絡会を通じて、公的機関、民間機関等の連携を図る

【高齢福祉課】

○民生委員や教師等と連携しながら、相談体制の整備として「サポートチーム会議」を必要時
開催。

【こども健康課】

○細かなサインを見逃さないように、フリースクールやフリースペースとの連携を図る･

【教育委員会】

○冊子「よこすか心のホットライン」の拡充。（内容の検討)

○自殺対策連絡会の開催。

○自殺未遂者検討会の開催。

○相談機関の連携を深めるため相談機関連絡会の開催。

【保健所健康づくり課】

皇

！

｡

「

1

1

1

’

’

(3)民間団体の電話相談事業に対する支援

O「横須賀こころの電話」をNPO法人へ委託及び研修会への協力。

I

【保健所健康づくり課】I

●

(4)民間団体の先駆的・試行的取組みや自殺多発地域における取組みに対する支援

○医療機関へ司法書士が出向き相談に応じる「ベッドサイド法律相談」について整備・拡大を
行っていく．

【司法書士会】

○女性DV被害者保護のための、シェルターを運営しているNPO法人に対し、運営の補助金による
支援を行っている。

【こども青少年支援課】

、
づ

|’

」

I
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自殺総合対策の更なる推進を求める決議

平成二十七年六月二日

参議院厚生労働委員会

自殺対策基本法が平成十八年に施行され、我が国の自殺対策は大きく前進し

た。それまで「個人の問題」とされてきた自殺が「社会の問題」として広く認

識されるようになり、平成二十一年には、地域における自殺対策力を強化する

ため、都道府県に地域自殺対策緊急強化基金が造成された。自殺対策が地域レ

ベルで実施され始めたこと等により、自殺者数は五年連続で減少し、平成二十

六年には約二万五千人となっている。

しかし、平成十八年から平成二十六年までの九年間だけでも、我が国の自殺

者数は約二十七万三千人に上っている。－日に平均八十三人が自殺で亡くなっ

ていることになる。人口十万人当たりの年間自殺者数を示す自殺死亡率につい

ても、我が国は主要先進七カ国で最も高く、また、児童生徒を含む若年世代の

自殺死亡率は高止まりの状況にある。‐

このような現状に鑑み、我々は、非常事態はいまだ続いており、我が国の自

殺問題は決して楽観できないとの認識を共有するとともに、自殺対策基本法の

施行から来年で十年の節目を迎えるに当たり、政府に対し、自殺問題に関する

総合的な対策の更なる推進を求めるものである。

自殺の背景には、過労、生活困窮、育児や介護疲れ、いじめや孤立などの様々

な社会的要因があることが知られている｡政府の自殺総合対策大綱においても、

「自殺は、その多くが追い込まれた末の死」であり、「その多くが防ぐことが

できる社会的な問題」であるとされ、そうした基本認識の下、自殺総合対策は、

国、地方公共団体、関係団体、民間団体、企業、国民等の『関係者の連携によ

る包括的な生きる支援」であることが調われている。このような考え方に基づ

いて、全国各地の先駆的な取組を通じて得られた知見や経験を広く全国の地域

における対策に還元していくこと等が求められており、「地域レベルの実践的

な取組を中心とする自殺対策への転換」を強力に推進していく必要があると考

える。

ノ



我々は、「誰も自殺に追い込まれることのない社会」を実現するため、立法

府の責任において、政府に対し、自殺総合対策の更なる推進を促すとともに、

自殺対策基本法の改正等の法整備に取り組む決意である。

政府においても、このような認識の下に、次の事項について、迅速かつ確実

に必要な措置を講ずることによって、自殺対策を「地域レベルの実践的な取組」

による「生きる支援」として再構築し、自殺総合対策の更なる推進を図るべき

である。

一、自殺対策の本質は、生きる支援であり、いのちを支えることである。この

自殺対策の本質が広く伝わるよう、自殺対策の実施に当たっては、「いのち

支える自殺対策」という概念を前面に打ち出すこと。

二、「誰も自殺に追い込まれることのない社会」を実現するため、自殺対策は、

社会における「生きることの阻害要因（自殺のリスク要因）」を減らし、「生

きることの促進要因（自殺に対する保護要因）」を増やすことを通じて、社

会全体の自殺リスクを低下させる方向で推進すること。

三、自殺対策は、自殺の多くが複数の阻害要因が連鎖した末に起きている実態

を踏まえて、個々の施策が細切れにならないよう、連鎖の類型に応じて常に

関連施策を連動させながら推進すること。

四、自殺対策については、関係府省が一体となって総合的に推進するための体

制を強化すること。

平成二十七年一月の閣議決定「内閣官房及び内閣府の業務の見直しについ

て」には、平成二十八年四月に自殺対策業務を.内閣府から厚生労働省に移管す

ること、移管業務に係る機構・定員、併任者等の人員は業務移管先の府省庁に

移すこと等が明記されていることを踏まえ､移管後の業務に支障が生じないよ

う、平成二十八年度予算の概算要求前に、内閣府と厚生労働省が合同で「自殺

対策業務移管チーム（仮称）」を設置するなど、円滑な業務移管のための措置

を講ずること。また、厚生労働省に設置する部署についは、専ら自殺対策を推

進する業務を担うこととするとともに､多岐にわたる自殺対策行政を厚生労働

行政の一部に倭小化しないようにするため､厚生労働事務次官又は厚生労働審

議官を責任者とする省内横断的な組織とすること。その際、警察庁、文部科学

省等の関係府省との調整業務を担えるようにするため､課長級を含めて内閣府

◆

、
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からポストを移管することによって、専任の課長級の管理職を配置すること。

五、「地域レベルの実践的な取組を中心とする自殺対策への転換」を図るため、

現在は国立研究開発法人国立精神。神経医療研究センターに設置されている

自殺予防総合対策センターの業務及び体制を抜本的に見直し、関係者が連携

して自殺対策のPDCAサイクルに取り組むための拠点として、民学官協働

型の「自殺対策政策研究センター（仮称）」として組織を改編すること。ま

た、自殺予防総合対策センターの支援・指導の下に活動している全国の地域

自殺予防情報センターについても、その在り方を抜本的に見直し、都道府県

及び市町村（特別区を含む。）の自殺対策を直接的かつ継続的に支援する「地

域自殺対策推進センター（仮称）」として体制及び機能の強化を図ること。

六､都道府県及び市町村（特別区を含む。）に、具体的な数値目標や施策の工

程表などを盛り込んだ｢いのち支える自殺対策行動計画」の策定を義務付け

ること。

七、都道府県及び市町村（特別区を含む。）が自殺対策を中長期的な視点から

安定的かつ計画的に実行できるよう、平成二十八年度予算において、これま

での地域自殺対策緊急強化基金に代え、地域自殺対策予算の恒久財源を確保

すること。特に、平成二十八年度予算の概算要求に当たっては、「自殺対策

業務移管チーム（仮称）」において、事前に都道府県及び市町村（特別区を

含む。）から意見を聴き、その意見を踏まえ、内閣府が必要かつ十分な予算

を要求すること。

八、「いのち支える自殺対策jを寄り添い型相談支援事業（よりそいホットラ

イン）及び生活困窮者自立支援制度の自立相談支援事業と効果的に連動させ、

全国の関係者が真撃に耳を傾ける傾聴支援及び相談機関につなげる実務支援

を一体的に推進し、「いのちのセーフテイーネツト」を確保すること。

九、自殺者の親族等への支援を強化するため、全ての都道府県に、「自死遺族

等支援地域センター（仮称）」の役割を担うものとして、自死遺族等支援に

関する情報を一元的に集約する機能を持ち、当該地域において家族を自殺で

亡くした全ての遺族に対して支援情報を提供するための仕組みを構築するこ

と。
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十、自殺者の約二割から三割に自殺未遂歴があることに鑑み、自殺未遂段階で

医療機関等から適切な支援を受けることができれば、その後の再企図を防げ

る可能性が高まることから、自殺未遂者を支援する専門家を養成するととも

に、二次保健医療圏ごとに、､自殺未遂者･未遂者親族等支援の拠点となる病

院を定め、拠点病院が自殺未遂者支援の専門家を当該地域の他の医療機関や

相談機関等に派遣する体制を構築すること。あわせて、自殺未遂者を日常的

に見守り続ける親族等が継続的かつ安定的に支援を受けることができる体制

を全国に整備すること。その際、拠点病院や自殺未遂者支援の専門家との連

携が円滑に行われるよう運用すること。

十一、児童生徒を含む若年者の自殺対策については、生活上の困難やストレス

に直面しても適切な対処ができる力を身に付けさせる教育が重要であること

に鑑み、全ての児童生徒を対象に 「SOSの出し方教育（自殺の0次予防）」

を実施すること。

決議する。

1

◆

C



横須賀市自殺対策連絡会設置要綱

（設置）

第1条本市内の関係機関が連携を強化し、現状、課題及びこれらを踏まえた

自殺対策の情報を共有するため、横須賀市自殺対策連絡会（以下「連絡会」

という。）を設置する。．

（所掌事務）

第2条連絡会は、次に掲げる事務を所掌する。

（1）自殺の現状把握に関する情報交換

（2）市及び関係機関における連携方法についての意見交換

（3）自殺対策に関する意見交換

（4）その他連絡会が必要と認める事項

（組織）

第3条連絡会の構成員は、25人以内とする。

2連絡会は、次に掲げる者をもって構成する。

（1）学識経験者、関係団体の代表者、労働基準監督署その他の関係行政機関

の職員のうち市長が依頼した者

（2）別表に掲げる職員

3構成員の任期は、2年とする。ただし、補欠構成員の任期は、前任者の残

任期間とする。

（座長等）

第4条連絡会に座長及び副座長を置き、構成員が互選する。

2座長は、会務を総理し、会議の議長となる。

3座長に事故があるときは、副座長がその職務を代理する。

（会議）

第5条連絡会の会議は、座長が招集する。

2連絡会は、必要に応じて構成員以外の者の出席を求め、意見を聴くことが

できる。

（庶務）

第6条連絡会の庶務は、健康部保健所健康づくり課において行う。

（その他の事項）

第7条この要綱に定めるもののほか、連絡会の運営に関し必要な事項は、連

絡会の同意を得て座長が定める。



附則

（施行期日）

lこの要綱は、平成18年12月1日から施行する。

（経過規定）

2第3条第4項の規定にかかわらず、この要綱の施行後初めて委嘱され、又

は任命された委員の任期は、、平成21年3月31日までとする。

附則

この要綱は、平成19年4月1日から施行する。

附則

この要綱は、平成20年4月1日から施行する。

附則

この要綱は、平成20年8月1日から施行する。

附則

この要綱は、平成21年4月1日から施行する。

附則．

この要綱は、平成22年4月1日から施行する。

附則

この要綱は、平成23年4月1日から施行する。

附則

この要綱は、平成25年4月1日から施行する。

別表（第3条第2項関係）

市民部市民生活課長同人権・男女共同参画課長同消費生活センター所長

福祉部高齢福祉課長こども育成部こども青少年支援課長同こども健康課

長消防局消防・救急課長教育委員会事務局学校教育部支援教育課長同

教育研究所長



子どもの命と心を守るために

よこすか
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～家族でじっくりと話し合いましょう！～ Jジ
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◎保護者の責任にに貸し与えましょう
◎フィルタリング機能を必ず利用しましょう。

◎午後9時以降の使用は控え、

保護者が預かりましょう。

◎モラルやマナーを守り、

思いやりを大切にする心を育てましょう。

私は

守ります！

小学生用

横須賀市PTlA協議会

横須賀市立学校長会

横須賀市教育委員会

市全体で4つの取&I組み(使い方･ルール)を進めていききす！
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4つのルールの解説！ ～ルール作りに向けて、家庭で話し合いましょう～

L P

１
‐
ｊ

、

保護者の責任において、子どもに貸し与えましょう。

◆ケータイやスマホは保護者が契約し、子どもに貸し与えている物であり、保護者が

管理しなければなりません。当然、万一のトラブルの際は、保護者に賠償責任等が

求められます。

◆持たせる前に家族みんなが納得できるルールを一緒に考え、作りましょう。ゲーム

に関しても同様にルールを作りましょう。
、

ノ

フィルタリング機能を必ず利用しましょう。
一＝

設定している

◆フィルタリングは、インターネットのトラブルから子どもを守る大切なツールです。

購入窓□や携帯電話会社等へ問い合わせして利用しましょう。

◆子どもとの話し合いを通じて、保護者の同意のもと、設定を変えていくことができ

るとともに、最適なフィルタリングを選択することが可能です。

5

トラ レタリングノ

「 ．午後9時以降の使用は控え、保護者が預かりましょう。
~

60毒
一

一

◆小学生の生活のリズムを保つために全市的に取り組み､子ども達が“9時”という

共通意識をもてるようにしましょう。

◆友達同士の交信を終わらせる目安の時間を決めましょう。使用時間を守ることは、

ケータイ・スマホ依存（健康や学力にも影響がでます）から子どもを守るだけでは

なく、自制心や責任感を培うためにも役立ちます。

40

56．3

０
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２

４
時
間
以
上

３
０
分
よ
り

少
な
い

(％）

算数B問題の正椿率(％)と携帯鉱能・スマホ使用時別のクロス巣針

（学力と使用時間の関係性を示したグラフ）

（ ｡’モラルやマナーを守り、思いやりを大切にする心を育てましょう

栗、◆インターネットは人と人を繋ぐ道具であり､その向こうには自分と同じ｢人｣が居
プで

、周ることを理解しましょう。また、ネットいじめ等、人の心を瘍つけることは直接的

鮮な暴力と同じです｡時には､法律によって罰せられることもあります。
◆持っていない人のことも思いやる気持ちを大切にしながら、どういう行為が人の

匂嚥料ｱブﾘを使った
閉鎖的なグループで

起こるいじめは、周

囲の人も気づかない

まま、昼夜を問わず

続きます。

な暴力と同じです。時には、法律によって罰せらオ

◆持っていない人のことも思いやる気持ちを大切に｜

迷惑になるのか友人や家族と確認し合いましょう。号童

○使用時間と利用場所を決める。○トラブルがあったら必ず家族に相談する。

○貸してあげるものだから、約束を守れなかったら返してもらう。

○『ながらスマホ』を駒上する。（歩きながら、食事しながら、勉強しながら、○『ながらスマホ』を熱上する。（歩きながら、食事しながら、勉強しながら、寝ながら・・・）

○有料サービスや有料ダウンロード（ゲームアイテムなども含む）の利用の仕方や金額制限。

O名前、顔写真、学校名などは書き込まない。○パスワードは保護者が管理する。など
ー－＝一一一一一一一一一一一一

小学生バージョン



｜
子どもの命と心を守るために

横須賀市PmA協議会

横須賀市立学校長会

横須賀市教育委員会

｜
ごいききす

横須賀市PmA協議会

横須賀市立学校長会

横須賀市教育委員会

よこすか

ケータイ・スマホスタンダー艀
～便利さと危うさを理解しよう！～

一睡4つの取LI組み(使い方･ルール)を進めていききす！
◎モラルやマナーを守り、

思いやりを大切にしましょう。

◎保護者の責任において貸し与え、話し合いの

もと、家庭でルールを作り、守りましょう。

◎午後1○時以降は、使用を控えましょう。

◎フィルタリング機能を必ず利用しましょう。

＃

言

~、

L ノ



’
4つのルールの解説！

～ルール作りに向けて、家庭で話し合いましょう～
可 『

モラルやマナーを守り、思いやりを大切にしましょう。
…ー－

面嚥料ｱブﾘを使っ心
閉鎖的なグループで

◆インターネットは人と人を繋ぐ道具であり、その向こうには自分と同じ「人」が居

ることを理解しましょう。また、ネットいじめ等、人の心を傷つけることは直接的

な暴力と同じです。時には、法律によって罰せられることもあります。

◆持っていない人のことも思いやる気持ちを大切にしながら、どういう行為が人の

迷惑になるのか友人や家族と確認し合いましょう。

紀こるいじめは、 周

囲の人も気づかない

まま、昼夜を問わず

続きます。 ノ

苛酋F
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保護者の責任において貸し与え、話し合いのもと、家庭でルールを作り、守りましよう。
仙凸 マ ー四一

◆ケータイやスマホは保護者が子どもに貸し与えている物であり、保護者が管理しな

ければなりません。当然、万一のトラブルの際は、保護者に賠償責任等が求められ

ます。

◆家族みんなが納得できるルールを一緒に考え、作りましょう。ゲームに関しても

同様にルールを作りましょう。
‐

．午後10時以降は、使用を控えましょう。
､

100
一
』

◆中学生の生活のリズムを保つために全市的に取り組み、子ども達が‘‘10時”と

いう共通意識をもてるようにしましょう。

◆友達同士の交信を終わらせる目安の時間を決めましょう。使用時間を守ることは、

ケータイ・スマホ依存（健康や学力にも影響がでます）から子どもを守るだけでは

なく、自制心や責任感を培うためにも役立ちます。

葱蔑０
０

５

４
時
間
以
上

３
０
分
よ
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(％）

数学B問題の正答率(%)と携諦電話スマホ使用時間のクロス典計

（学力と使用時間の関係性を示したグラブ）
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フィルタリング機能を必ず利用しましょう。

設定している

◆フィルタリングは、インターネッ 卜のトラブルから子どもを守る大切なツールです。

購入窓□や携帯電話会社等へ問い合わせして利用しましょう。

◆子どもとの話し合いを逼じて、保護者の同意のもと、設定を変えていくことができ

るとともに、最適なフィルタリングを選択することが可能です。

トラブルにあった子どものフィルタリング設定状況

Iルール働肉容例とし筵
両

○使用時間と利用場所を決める。○トラブルがあったら必ず家族に相談する。

○貸してあげるものだから、約束を守れなかったら返してもらう。

○『ながらスマホ』を禁止する。（歩きながら、食事しながら、勉強しながら、寝ながら・・・）

○有料サービスや有料ダウンロード（ゲームアイテムなども含む）の利用の仕方や金額制限。

○名前、顔写真、学校名などは書き込まない。○パスワードは保護者が管理する。など
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中学生バージョン
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平成27年9月26日(土）
時間：13時30分～16時30分

（13時15分受付開始）

場所：横須賀市生涯学習センター

（まなびかん）

大学習室(ウエルシテイ5F）
※駐車場に限りがありますので､公共交通機関での

来場をお願いします
※地図は裏面を参照してください

一緒に考えてみましょう。

大切な命を守るために、私たちにできること。
認湾
》
雪
券
坐

静
燕識
撫
輔
罰
執
噂
鋤
盛

撫
趨
討
篭
謬
華
蕊

入
(定員200名）

事前申込み
唖
恥
地
熱
《

臨警ダ
４
塞
妬
《

辮
浦

龍
輔
罰
設
愚
鋤
溌

躯
輔
罰
饗
噴
塾
鰐

蕾演

｢若者の生きる力をはぐくむ」

講師西（白川）美也子氏
精神科医・臨床心理士
西（白川）美也子氏白

．
、
漁
招

鋸
漆蕊 (こころとからだ・光の花クリニック院長）

P■

猟
雫
静
勤
鍵
翻
密
挙
鋒
翻

術
趨
認

二コンサート

｢言葉にできない気持ち」

出演辻村結實子氏
（シンガーソングライター）

郵
電
射
摩（ ）

NHKアニメ「はなかつば」

エンディング曲作詞

郡山ココラジ出演中
孑
滞
阿

難
涼

の他

，
鍵
習

撫
蝉
静
具
↑
毒

發
輔
認
軸

シンガーソングライター

辻村結實子氏○手話通訳あり

蕊骸 鍵琴 蕊落識挙
呂等'． 鍵￥箇諾 霞謡 齢 壁教鐵＝ と謝蕊謡ゆ薙萱 'だ誤I 薙豊 産蓼 薙誉 瞳 曝夢

ヰーー旨

L

日時：9月27日（日）9時30分～15時15分

場所：神奈川県立保健福祉大学厚生棟食堂（京浜急行線県立大学駅下車徒歩5分）

こころの病・経済的なこと（生活苦・多重債務）等について

専門の相談員がお受けします。（無料）

【要予約】お問い合わせ・お申込みは下記へお電話・FAXで
骨

※駐車場の用意がないため、公共交通機関での来場をお願いします。
雫悪酋…為置"鴎雷翰さ&"…&･竺芝皐皇錘令箇零塞一癖ざ一、二一壷－－…ー~~一…｡鼈－－…塗一一一白一両＝ … 扉

◆お問い合わせ／神奈川県精神保健福祉センター相談課TELoO45B21－BB22（代）
◆お申込み／裏面をご萱＜ださいFAX･O45B21－1フ11

主催:神奈川県精神保健福祉センター共催:横須賀市後援:かながわ自殺対策会議・横須賀市自殺対策連絡会



ウ

【お申込み方法】9月24日(木） までに下記の方法でお申込みください。

①電話：O45-S21-SS22②FA×：O45-S21-1ワ11

神奈川県精神保健福祉センター相談課宛

下記の表でお申込みの際には参加者名、電話番号を必ずご記入ください。
(ご提供いただいた個人情報は、「講演会・ミニコンサート」「こころとくらしの相談会」の管理運営のみに使用いたします｡）

圃憎識寅織…蕊醗三豊周二お申込み

【会場案内図】

横須賀市生涯学習センター

(まなびかん）大学習室

●住所：横須賀市西逸見1-38-11

ウェルシティ5F

JR横須賀線横須賀駅
京浜急行線逸見駅徒歩5分

,JR

議 鍵
PCお申込み携帯お申込み
フォームフォーム

1

国道16号線．至横浜、” 至久里浜

1I1IIIII11I1II＝ ‘11111111111111

※よろしければお住まいの

市町村をご記入下さい。
参加者氏名 ふりがな 舌番号

一
三
口

壼
宅

認･認･認･×･翼･龍･渓･灘駕･×･×･XoXcXox･港温･認｡渓･照･XoX･渓。，齢:｡X･詔･潔竃詫･託･×o:認:瞳×･×･×･×･墓｡×･澪墨･淀･×･xoXoXox

○｢ごこるとくらしの相談会」 お申込み

【会場案内図】

神奈川県立保健福祉大学

厚生棟食堂

●住所：横須賀市平成町1－10－1
京浜急行線県立大学駅下車

徒歩5分

敵し緋脱づくりかながわ
ご巳

利
Ⅵ
刺
飼
刷
州
則
釧
川
到
馴
川
Ｉ
珂
可
、
ミ

タ
９
３
８
１
芯
ｆ
ｈ
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県立
保健橿祉大学保 福

渉
蕊
》

,、ザ①過越,､
錘り卒”凸壁

謬"璽篤･錘屈造《6号線
ざ,殿1．ゴ･一一睡一一一

至久里浜至横浜

’11111:11111111＝一，一一L‐，．堅_産nlIIUIIIIIIl
京急県立大学駅llIIlIlIIIIlll |IlIIllIllI

※よろしければお住まいの

市町村をご記入下さい。
ふりがな相談者氏名 舌番号

三
一
口

壼
毛

①9時30分～②10時45分～③13時00分～③14時15分～相談希望時間
※相談時間は50分です。
※相談内容について事前に連絡させていただきますのでご了承ください。

(○をしてください）

葱、
」

か
自
一毫

曇
唖 殺対策会議||皇鑿艫驚鮮1,,薦繍震欝蕊撫記辮彗雪鴛季会議
ながわ
I

九都県都市「自殺対策キャンペーン」統一標語自殺予防全国68精神保健福祉センター共同キャンペーン

『気づいてください1体と心の限界サイン』

llilIllIOOIIll 詞匹兄浦K

唾5‐青ざ‐

BUU81UUEIIII11
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績績震ここ雪鋤電話

電話ボランティア艸期生募集
研修プログラム日程

'1応募資格｜
①年齢20歳～70歳までの方（H27.8.1現在）

②こころの電話の趣旨に賛同し､活動と運営に積極

的に参加できる方

③養成研修の全日程に参加できる方

④月2回程度､(受付時間を参照)､無償でボラン

ティアに参加できる方

E－両雲薑調
①履歴書（市販の物）

②志望動機を原稿用紙(400字)1枚に記入

信一綱引

①電話相談の目的､理念､歴史､役割

②人の話を聴くとは？ボランティアにな

る為の基礎

9/4(金）

Q

l
1

グループワーク(エンカウンターグループ）

(自己理解･他者理解一自己開示をしてみる）
9/11(金）

ロールプレイ（基礎編1）

･傾聴訓練､役割演技による気づき
9/18(金）

ロールプレイⅡ(基礎編2）

"当事者モニター活用

・モニターからのﾌｨー ドパｯｸによる気づき

’

t

9/25(金）

③精神医学､精神の病気とは？

④人と関わるとは？私達のとるべきスタ

ンスとは？

10/9(金）
8月20日（木）必着厳守でお願い致します!！

－

１
１

応募書類を､保健所健康づくり課にお送りください。
ロールプレイⅢ（実践編1）

･先輩ボランティアとのロールプレイ等豚~ぞあ掴
①電話での対応方法は､『傾聴』が中心となります。

②所定の養成研修を修了された方は､1月頃から､実

際のボランティアとして活動をして頂きます。

③活動開始後も､継続的な研修に参加して頂きます。

④こころの電話は､横須賀市より委託された､NPO法人

「三浦半島地域精神障害者の生活を支える会｣が運

営しています。

E~套一葛総合福祉会館5F視聴覚研修室
E－蒔一詞18:15～21:OO

※初回の9/4は、18:00～となります。

10/16(金）

Ⅱ
４
０
４
０
０
Ⅱ

ｉ

ロールプレイⅣ（実践編2）

･基礎編､実践編で行ったことの確認
10/23金）

他の相談機関や社会資源を知る10/30(金）

様々 な場面での対応(不安や疑問の確認）

自殺予防について

11/6(金）

11/20(金）

ロールプレイ（応用編）11/27(金）
■

終了式(講義を受講した感想等の発表）12/1.1(金）

《横須賀こころの電話受付時間》

平日(夜間）17時～24時まで年中無休

土日祝祭日9時～24時まで

毎月第2水曜日は､17時～翌朝6時まで

■－

Ｆ

ｒ

ｂ

ユ

■

|☆横須賀腫瞳ろ鋤電話の活動とは？’
I

電話のかけ手自身が抱えている｢悩み｣や｢思い』を電話で受け止め､かけ手自身が解決の糸口を

見つける手助けをするボランティアを募集します。

申込先｡問い合わせ先

横須賀市保健所健康づくり課こころの健康係担当

〒238-0046横須賀市西逸見町1-38-11電話:822-4336FAX:822-4874
一間 号一一一一
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ひとりだけで抱え込まず､誰かに話す事で､あなた自身が

解決の糸口を見つけられるかもしれません。

やさしいダイヤル こころよまるくなれ

平 日

土日祝日

17：00

9：00
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横須賀こころの雷話とは？

｡電話の内容は秘密厳守ですので､匿名で安心してお掛け下さい。

Ｆ

･電話を受けるのは､専門家ではなく､養成研修を修了した市民の傾聴ボランティアが、

お話を聴かせて頂きます。

･電話カウンセリングではなく､継続的なお話は受けておりません。

･電話が集中した場合_掛かりにくい事があります。予め､ご了承下さい。

･通話料以外の費用はかかりません。

･横須賀こころの電話は､横須賀市からの委託により､NPO法人三浦半島地域精神障害者

の生活を支える会が運営を行っております。

鉦



平成27年度横須賀市自殺対策連絡会構成員名簿

、

構成員氏名（ふりがな） 所属・役職

1 大滝紀宏（おおたきとしひろ）
社団法人横須賀市医師会
(湘南病院院長：精神科医）

2 阿瀬川孝治（あぜかわたかはる）
社団法人横須賀市医師会
(汐入メンタルクリニック院長：精神科医）

3 今野幸子（こんのさちこ）
横須賀市民生委員児童委員協議会
副会長

4 奥原孝幸（おくはらたかゆき）
神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部ﾘﾊﾋ゙ ﾘﾃー ｼｮﾝ
学科准教授

5 林清隆（はやしきよたか）
横須賀公共職業安定所
次長

《
酔
函
、
ｕ
》
グ

毛利崇行（もうりたかゆき）
横須賀労働基準監督署
安全衛生課長

7 工藤幸久（くどうゆきひさ）
横須賀商工会議所
産業・地域活性課長

8 中島直行（なかじまなおゆき）
特定非営利活動法人三浦半島地域．
精神障害者の生活を支える会理事

9 堀込孝繁（ほりごめ~たかしげ）
財団法人横須賀市産業振興財団
常務理事兼事務局長

10．． 森岡敏明（もりおかとしあき）
横須賀警察署
生活安全課長

11 金子靖（かねこやすし）
田浦警察署
生活安全課長

12 吉田貴仁（よしだたかひと）
浦賀警察署
生活安全課長

13 松岡義久（まつおかよしひさ）
横浜弁護士会
横須賀支部

14 堀田珠紀（ほったたまき）
神奈川県司法書士会
横須賀支部
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平成27年度横須賀市自殺対策連絡会構成員名簿

|'

’
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ll

平成27年4月1日現在

事務局：保健所健康づくり課電話822-4336（直通）

｜

’－

｜’

’’
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１
１

構成員氏名（ふりがな） 所属・役職

15 栗田明（くりたあきら） 横須賀市薬剤師会

16 高橋行輝（たかはしゆきてる） 市民部市民生活課長

17 畠山由佳（はたけやまゆか） 市民部人権・男女共同参画課長

18 小座野信吾（こざのしんご） 市民部消費生活センター所長

19 田中知己（たなかともみ） 福祉部高齢福祉課長

20 脇範泰（わきのりやす） こども育成部こども青少年支援課長

21 森田佳重（もりたよしえ） こども育成部こども健康課長

22 中丸浩昭（なかまるひろあき） 消防局消防・救急課長 隼

23 丹治美穂子（たんじみほこ） 教育委員会事務局学校教育部支援教育課長

24 武田仁（たけだひとし） 教育委員会事務局学校教育部教育研究所長
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誰も自殺に追い込まれる

ことのない社会へ

～地域のつながりが命を守る～

平成27年7月22日

NP○法人ライフリンク
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t1賑 日本の自殺者数
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●

tl賑 日本の自殺の現実
‐
１
１

内閣府｢平成26年版自殺対策白書｣より
国際比較は2011年のデータ

◆自殺率は20.0．世界8位。米国の2倍弱、英国や伊国の3倍。

◆40～60代の男性（父親世代）が全体の35％を占める。

◆20～30代の死因一位は自殺。20代は減少幅が小さい。

◆内閣府調査「一年以内に本気で自殺を考えたことがあるか」
→回答者の5％が「ある」。20代は10％と世代別で最多。

◆男女比は7対3．自殺率の国際比較は、男12位。女3位。

◆1人が自殺で亡くなると、4～5人が遺族になる。

→毎年12～15万人。全国に300万入超。国民の40人に1人。

◆現代日本社会において、自殺は「国民的リスク」である。

●

tl賑 平成27年版自殺対策白書
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t1版 先進フカ国の15～34歳における死亡率
平成27年版自殺対策白書
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t1賑 自殺のリスクを抑えるために

＜
生きることの

阻害要因
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促進要因
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生きることの

促進要因
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tI賑 r自殺の危機経路｣事例

(｢→｣＝連鎖､「＋｣＝併発）

【失業者】①失業→生活苦→多重債務→うつ状態→自殺
②連帯保証債務→倒産→離婚の悩み＋将来生活への不安→自殺
③犯罪被害(性的暴行など)→精神疾患→失業十失恋→自殺

【労働者】①配置転換→過労十職場の人間関係→うつ状態→自殺
②昇進→過労→仕事の失敗→職場の人間関係→自殺
③職場のいじめ→うつ病→自殺

【自営者】①事業不振→生活苦→多重債務→うつ状態→自殺
②介護疲れ→事業不振→過労→身体疾患十うつ状態→自殺
③解雇→再就職失敗→やむを得ず起業→事業不振→多重債務→生活苦→自殺

【主婦など(就業経験のない無職者)】
①子育ての悩み→夫婦間の不和→うつ状態→自殺
②DV→うつ病十離婚の悩み→生活苦→多重債務→自殺
③身体疾患十家族の死→将来生活への不安→自殺

【学生】①いじめ→学業不振十学内の人間関係(教師と)→進路の悩み→自殺
②親子間の不和→ひきこもり→うつ状態→将来生活への不安→自殺

ライフリンク｢自殺実態1000人調査｣を改編

t1賑 自殺要因の連鎖図

事業不窃辰
1－フ

耳哉場環境の変イヒ
（1．8）曳邑労
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ライフリンク

｢自殺実態1000人調査」



辮 ｢1000人実態胴査』から見えてきた

自殺の危機経路
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家族は｢自殺で亡くなる前｣に
｢専門機関｣に相談していたか
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ライフリンク｢自殺実態1000人調査」



t
家族は｢自殺で亡くなる前｣に
｢専門機関｣に相談していたか

ライフリンク｢自殺実態1000人調査」

t1賑自殺対策の理念

▼自殺対策とは､「当事者本位の生きる支援｣。

▼｢もう生きられない｣｢死ぬしかない｣という状況

に陥っている人が､それでも｢生きる道｣を選べる
ように支援すること。

▼そもそも、人がそうした状況に陥ることのない
社会を創ること。

▼自殺対策とは､地域･社会づくりでもある。
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【民間団体との連携強化】

連携を促す自殺対策コーディネー
タの菱成▼自殺対策従事者への
心のケア▼自殺多発地域の民間

団体への支援法の検討▼先駆
的･試行的な取組への支援
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【その他】

大規模災害の被災者ケア▼教員
に対する普及啓発▼心理的暇疵
物件問題の検討▼国を挙げて自
殺対策を推進するため国等が連
携･協働するための仕組み作り､等

朧 自殺対策の推進モデル

■関連団体とのﾈｯﾄﾜーｸの強化
蕊｢気づき｣のための人材育成
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地域のあらゆる相談窓口が｢ハイ'ノスク者への
包括的支援の入口｣になれるような関係づくり

足立区｢こころといのちの相談支援ネットワーク」

労働問題の

相談機関
法律関係
相談機関 医療機関

教育問題の
相談機関

生活問題の

相談溌関

こころの悩み
相談機関 警察

消防
政策

経営部
学校
教育部

NPO団体

子ども

家庭部
区民部

産業

経済部
福祉部

人材を育成するためのゲートキーパー研修

職員やネットワーク関係機関を対象に塁

◆習熟度や分野により、幅

のある研修を実施

◆毎回､首長が挨拶をし、

自治体としての姿勢を示す
◆実務担当者レベルで｢事
例検討｣を行い連携構築へ

／
携構築へ

ス
キ
ル

多分野
合同研修
（上級）

GKフォロー

研修（中級）

＞
気づくつながる連携していのちを守る

＝受講者職員:3500人(初級は全職員受講済）区民｡関係機関:500人
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ハイリスク群に対する包括的な支援策①
失業者向け｢いのちと暮らしの総合相談会」

失業者や労働者､高齢者などの各ハイリスク群が､それぞれに抱

え込みがちな問題の組合せに応じて支援策を連動させるため､複
数分野の専門家,相談員が連携して息総合的な支援を行う相談会

【例①且_失業者向けの総合相談会】…失業者の自殺が多い地域で実施

◆失業者が抱えがちな問題：失業十生活苦十多重債務十うつ病十家族問題

◆これらに対応した連携：ハローワーク＋福祉事務所十法律家十保健師など

◆失業者が集まる場所で行う(ハローワーク､ハローワーク近くの会議室等）
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ハイリスク群に対する包括的な支援策②
自殺念盧者向け｢パーソナルサポート」

｜

’｢足立区いのち支える寄り添い支援事業」

総合相談会や地域のネットワークの各窓口などを通Eて｢支援につな
がってきた自殺のハイﾘｽｸ者｣に対して､PSが継続的に寄り添い支
援を行う6ハイﾘｽｸ者を確実に問題解決入と導き､誰もが自殺では
なく｢生きる道jを選択できるようにするざ自殺総合対策を補強する。

自
殺
対
策
の

戦
略
作
りン

1 I ！

〃
I

一七二＝＝〒＝＝＝１
１

q■■

←

【ステージ①】
足立区の自殺実態分析を
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対策戦略｣を策定

【ステージ②】
地域ネットワークを構築し、
有機的な連携を図るための
人材(相談員)を育成

【ステージ③】

区民への徹底した啓発や
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地域の中で孤立しがちな区民に対し､居場所や

出番を創出し、地域で生きていく足掛かりをつ
くる。
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＜居場所が活かされるとき＞

雷ﾗｲﾌﾘﾝｸと出会うときは－ﾏｲﾅｽの状態
→生活が立ち行かず絶望｡悲観

霞支援における関わりの中で－ﾏｲﾅｽからゼロへ
→なんとか生きる道を紡いでいく

轡巣立ちのとき｡支援終了｡－ゼロの状態
→課題が落ち着き安定｡生きる希望をみいだす

そして、、、 ｜、、、

む一ゼロからプラスへからを
一
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→生きる力(ひととのつながり)を高める必要性



11賑 「居場所活動｣について
寄り添い支援との両輪による効果

目的生きるための足がかりとなる『居場所｣や｢出番｣の創出

地域の中でのつながりの薄さや社会的な｢居場所｣を持てていな

いことは､生活上の問題を抱えたときに､深い孤立感となって解決
する力を阻む。

与
特に､40代から60代の男性に好評

中心的な参加者である40代から60代の男性にとって､「職場｣以

外の｢居場所｣が少ない

尋就労していなければ､「居場所｣を失う可能性がある。

今後､ここでの居場所活動を足掛かりに､地域でのその他の

活動や､新たな就労につながることを期待

蹄 『和みの輪』

＜小集団活動の導入＞
・利用者の多くは､引きこもりがちで､いざ出かけようにも出先が少ない。

・人と関わろうとしても､力み過ぎてしまったり､他者の評価を気にし過ぎてしまう。

→思うように関われないなどの事情を抱え､練習する場が必要なことも少なくない。

→孤立しがちで､月に一度の活動では不足｡足を運ぶ場を増やすことの必要性。

曜 定
深
』

稲
期篇曜日 火曜日 木曜日 金暇日氷曜日

日

巍
斡
夕
の

－

お昼の寄
合い

夜の
卜映会

種
目

期
会
一
一
一

季節の創作
ボランティア

気まぐれ

音楽喫茶

頻
度

第2金曜第1木曜 不定期毎週月曜 第5火曜 第3水曜

雛
州
画

時
間

1130‐

1300

:0900管1000

1900-2000

1915‐

2030

1800‐

2000

1730-

2000

季節感を意識
した貼り絵作
業。

ひと月かけて
完成へ。

地域活

動。
資源を
活用。
共に足
を蓮ぷ。

パラレル

な場。

本人の意
思決定で
場を過ご
すb

昼食を持
ち寄って、

ゆったり

昼食の時
を過ごす。

活動内容
にもたれ、

受動的な
参加がで
きる場。

二の足を

踏んでい
る利用者

への伏瀞
として。

内
容

W錘昌財侭



蹄 「§～居場所活動｣のよっす
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醸講

＜感想より(抜粋)＞

＞｢久しぶりに人と会話をしました｡怖がっていた
のですね｡ホッとしています｡人と触れ合うって
いいですね｡」-50代女性

＞｢悲しいことを一時忘れることができ､感謝して
います｡」-40代女性 露

黙

＞｢楽しい時間をありがとうございました｡みなさ
んに感謝｡これからも頑張りますので､力を貸し
てください｡」-50代男性

ままⅡ》雁

繍羅繍羅鶏驚騨l
q■L

ﾛ型

ハイリスク群に対する包括的な支援策④
「自死遺族向けのリーフレット」3

L

ー毎劃奄一

多くの遺族は悲しみに暮れながら､同時に社会

の偏見に怯えながら､複数の様々 な手続きを自
力で行わなければならない｡しかし､必要とする
情報は散在しており､支援策に辿り着けずに問
題を抱え込んでしまう遺族も少なくないも′

そこで､家族を自殺で亡くしたときに必要となる

だろう手続きや各種相談窓口に関する情報を包
括的にパッケージ化したリーフレットを作成。

＝

弓･唖例

芭添昌噛
1K損･gl

▽噌即8

打加醇

pq墾呂

己群Q

大切離人を実感亡くさ為危方へ

…唾ひとり電あり蚤甘炉
巡同■

鷺

”E

f電解

上甑癖

■■1

侯倹’

白京

四

“､I

奥9

盆1

』且蜘

冬

岬

【配布の仕方に工夫】…表紙から｢自殺｣の文字を外すなど

◆自ら支援を求めづらい自死遺族が多いため、自殺で家族を
亡くした全遺族に届ける方法として監察医務院にて配布｡また
自死遺族の分かち合いの会とも連携し､遺族に手渡している。

需
一
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東京都では､行政と民間がー体となって、

遺族支援に取り組んでいます。

鍵
大切な人を亡くした時､適された方はいろいろ准嬢傭を抱塞こころやからだに

様々な変化があらわれることがありま式それは雄にでも起こることで巽

こころに生じる感楕の強さや､からだの症状や程度の重さは一人ひとり違いま戎

一
三

一
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ハイリスク群に対する包括的な支援策⑤
「いのちと暮らしの相談ナビ」霊

一-.-.芽』､$‘：・・冠、．l･ゞ・鼻・‐･』?・・・菅、:‘‘‐，獣《驍宅.融§-;ﾐj．‘・』：‘・

“職 職J蕊弧這啄淫、
ﾛ■争占

磯 鰄畷「§ｰい“自分か揖誕て"撒剛龍『ーⅡ■

』 ｰ口』』■ﾛ6由

全一に多ある様糞な…か，、声ゞ‐≦、．国数一相談機関鰯，卿車力噌浪勝手の良しrもの存､声･再■面｡●唾!‘-.■白.U
簡単l寿探じ出せ窓ﾈｯﾄ上の検索識誰膿d輔l淵も慧録毛無）．"料

【ただし､デー皇ベースに ていない情報は できない】

◆現在､全国にある2万5000件以上の相談窓口情報が登録されている。

◆しかし､それらはライフリンクスタッフによる手入力によるもの。自ずと限界がある。

◆情報があまり登録されていない地域の住民は､必要な情報に辿り着けない。

穆職贈地域の 義慧ﾀ繍録蒸臆
一

ー

’

区民への啓発

自殺対策(生きる支援)に関する情報に､頻繁に
接触するための機会を様々な形で作っていく

尋

【新宿区､荒川区､足立区】

区内の地域図書館で専用ブースを
設けてパネル展示。

併せて､チラシの配架や関連書籍
の紹介を行う。

酔 毒
《
今

…

葛 農新宿区鍵鰯率
露濁曾醒、二』

騨霧鍵蕊灘識識蕊 新宿区のハイリスク群である若者への
相談窓口案内の充実を図るため､情報
を簡単に検索できる｢いのちと暮らしの
相談ナビ｣に区の相談窓口情報を登録。
ポケットティッシュにQRコードを掲載し
て配布。

》

荒川区の図書館でのパネル展示

函貰翼麹』

2K桂

ｄ
ｑ



事例:4つの柱で問題解決へ導く

Aさん(足立区在住）

昨年まで多重債務で苦しんでいた｡｢不安で眠れなく
なりました｡眠ってもすぐに目が覚めてしまった｡部屋

で1人、酒を飲んでいると涙が勝手にポロポロこぼれ

てくる。自分が失われるような感じで『もう死ぬしかな
い』と思い詰めていました｣と当時を振り返る。
21年12月、区が行う相談会を『あだち広報』で知った。

対応する弁護士に状況を説明した結果､破産すること

になった｡「あのとき相談会に行っていなければ､今頃
死んでいたかもしれない｡本当に助かりました｡やはり
自分1人で悩まないで､誰かに相談することが大切で
す｣と語るAさん｡今では酒を飲まなくてもよく眠れてい

るという｡「気分が晴れて､楽しく過ごせている｣と笑顔
を見せた。

南
勢

一

今1個型菫塞偶至塞忠,11
lr

’L

広報紙 相談会 個ナ

朧 生き心地のよい社会へ

▼自殺は様々な社会問題が最も深刻化した栄に起きている．

▽自殺に対応できる地域の取組･チカラは､他のあらゆる社会問題

に対しても有効に機能するはず．

▼これまで｢点｣として散在していた地域の相談機関や専門家を、

当事者のニーズに応じる形でつないでいく(＝｢線｣にする)．そうし
た｢線｣をたくさん紡いでいくことで｢面｣としてのセーフティーネットが

できる．自殺対策(生きる支援)が､地域づくりの絶好の切り口に

ラぷうIノンクのモットー

､霊噺しいつながり於新しい解決力を生む。
ri《ネ。f,、’凰静離 弓

謹垂当初(㈹年前)は理念菱つたが､いま季確信に変わって
駿濡｡私たち一人ひとりは微力だが鐙無力毒はないのだから5
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秋剛県を肪れた際､溝波jMの映惚素材を搬影｡TPP次第で農業が衰退する｡自殺対紫も対応して考えねば
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る
意
志
が
あ
れ
ば
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
生
き
す

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
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難

像

己

現 代の 資

ｕ
孝
司
）
と
い
》
望
寅
葉
ど
お
り
、
生

涯
で
最
も
勉
強
し
、
成
績
は
オ
ー
ル

Ａ
・
サ
ッ
カ
ー
も
巧
い
と
認
め
ら
れ
、

一
挙
に
友
だ
ち
が
蛸
え
た
．

「
生
き
づ
ら
け
れ
ば
外
国
に
脱
出
す

れ
ば
い
い
。
こ
の
選
択
肢
を
得
た
こ

と
で
気
持
ち
に
余
裕
が
で
き
た
」

そ
の
経
験
が
国
際
基
督
教
大
学
編

入
後
に
書
い
た
卒
論
「
日
本
脱
出
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
つ
な
が
る
。
所
属
ゼ

ミ
の
準
教
授
だ
っ
た
姜
尚
中
は
、

フ
そ
れ
で
も
人
生
に
イ
エ
ス
と
い

舜
〃
。
い
い
と
思
皇
と
評
し
た
。

社
会
の
仕
組
み
を
変
え
る
た
め
政

治
の
世
界
に
関
心
を
縛
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
先
の
井
上
の
文
章
を
読

ん
で
毒
え
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
さ

さ
や
か
な
準
せ
を
求
め
て
生
き
て
い

る
だ
け
な
の
に
、
な
ぜ
日
本
に
は
生

い
た
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
。
清
水
が
入
学
し
た
私
立

揃
校
は
＄
成
級
だ
け
で
人
を
測
っ
た
。
「
い
い
大
学
、
い

い
会
社
に
入
れ
ば
人
生
バ
ー
Ｚ
淫
と
い
う
当
時
の
社
会
の

仙
値
観
を
凝
縮
し
た
よ
う
な
学
校
の
考
え
方
に
、
猛
烈
な

反
発
を
挫
墓
え
た
。
井
上
と
違
う
の
は
、
清
水
が
日
本
脱
出

を
考
え
た
こ
と
、
そ
し
て
父
親
が
以
前
留
学
し
て
い
た
関

係
で
、
ア
メ
リ
カ
に
来
な
い
か
と
誘
う
人
が
い
た
こ
と
だ
。

ア
メ
リ
カ
中
西
部
の
カ
ン
ザ
ス
州
ロ
ー
レ
ン
ス
で
の
生

活
は
、
言
葉
も
で
き
ず
困
難
を
極
め
た
。
だ
が
「
戦
う
相

手
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
実
力
以
上
の
力
を
発
揮
す
る
タ

イ
プ
」
（
小
学
校
か
ら
の
友
人
・
瀧

織
野
一

５

貯

一

１
１
●
、

唾
恥
Ⅲ
１
１
１
昏
一
一

Ｎ
毒
瞬

凸
【
Ｆ
Ｏ
ロ蝋
詑
：
‐
〃
α
々

】
別

一
三

啄

窒
ヨ

α
」

一
写
ｒ

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ヨ

里一

1

4 自
殺
特
集
番
組
へ
の
大
反
響

取
材
者
の
立
場
捨
て
現
場
へ

き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
が
多
い
の
か
と
。
そ
の
正
体
を
突

き
止
め
た
い
と
報
道
の
仕
事
を
志
し
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
っ
た
。

初
任
地
は
札
幌
・
入
局
の
翌
１
９
９
８
年
に
自
殺
者
が

３
万
人
を
超
え
、
特
に
中
高
年
男
性
の
自
殺
が
急
増
し
た
。

上
司
か
ら
、
父
親
を
自
殺
で
亡
く
し
た
子
ど
も
た
ち
の
存

掴’b-上
1

百夕軽fザも‐ー
4

￥陣
一可

守

､
■準

§
通当

』
一

や
一1

灸
争
巳ﾛ

戸

一 ざ

｢浦水の企画の淑瑛は現埋人の賭を寅欲に聞くj(ライフリンク剛代淡･根岸)鰯
服右の櫛は剛j髄解決の心理学』(袋西祐一郎贈）

在
を
知
ら
さ
れ
る
と
、
清
水
は
す
ぐ
に
取
材
を
始
め
た
。

高
校
時
代
に
感
じ
た
生
き
づ
ら
さ
や
身
近
な
人
が
自
殺
未

進
を
し
た
過
去
が
遮
り
、
清
水
を
突
き
動
か
し
た
の
だ
。

だ
が
取
材
は
難
航
し
、
番
組
を
放
送
す
る
ま
で
に
１
年

半
か
か
っ
た
。
理
由
は
、
名
字
は
伏
せ
て
も
薬
稲
で
、
し

か
も
顔
を
出
し
て
の
出
演
を
納
得
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

っ
た
か
ら
だ
。
長
野
県
出
身
の
ヤ
ス
ノ
リ
は
、
精
水
の
申

し
出
に
驚
い
た
。
当
時
、
顔
、
名
前
と
も
に
伏
せ
る
の
が

当
た
り
前
だ
っ
た
か
ら
だ
。
取
材
交
渉
の
現
場
に
同
席
し

た
先
誰
も
「
ヤ
ス
を
殺
す
気
か
。
ヤ
ス
の
人
生
に
責
任
を

持
て
る
の
か
」
と
迫
っ
た
。
清
水
は
冷
静
だ
っ
た
。

「
黄
任
は
持
て
な
い
。
決
め
る
の
は
ヤ
ス
だ
。
た
だ
隠
せ

ば
、
自
死
遺
族
は
顔
を
隠
し
て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

存
在
な
ん
だ
と
⑲
暗
に
鱈
え
る
こ
と
に
な
ゑ

ヤ
ス
ノ
リ
は
嘘
を
言
わ
な
い
婆
勢
に
專
鑿
凸
を
感
じ

た
。
「
こ
の
人
の
取
材
を
受
け
た
い
」
と
思
っ
た
。

番
組
は
東
京
に
異
動
し
て
間
も
な
ノ
、
「
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
現
代
」
で
放
送
さ
れ
、
「
死
ぬ
の
を
や
め
た
」
「
自
殺

は
身
近
で
深
刻
な
問
題
だ
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
大

反
響
だ
っ
た
。
国
会
で
も
番
組
の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
だ
が
、
自
殺
対
策
は
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
自

殺
関
連
の
番
紐
を
作
る
も
状
況
は
同
じ
。
彼
ら
は
た
だ
消

費
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
顔
を
出
さ
せ
て
お

い
て
責
任
を
果
た
せ
て
い
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

振
り
返
れ
ば
清
水
は
ヤ
ス
ノ
リ
に
こ
ん
な
こ
と
も
言
っ
た
。

「
世
の
中
の
誰
も
が
自
殺
の
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。
自
分
で
居
場
所
を
つ
く
る
た
め
に
、
と
き

に
は
血
を
流
す
覚
悟
も
必
要
だ
と
思
乳
逃
げ
職
を
つ
く

ら
ぷ
久
一
歩
踏
み
出
す
の
は
ど
う
だ
る
》
２

人
に
投
げ
か
け
た
言
葉
が
時
を
経
て
自
身
に
跳
ね
返
っ
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打
ち
込
も
う
と
思
っ
た
。
３
年
間
無

収
入
で
も
暮
ら
せ
る
預
金
は
あ
っ
た
。
「
こ
こ
ぞ
と
い
う

時
に
妥
協
せ
ず
、
信
念
を
貫
け
る
よ
う
に
」
と
貯
め
て
い

た
の
だ
。
１
年
半
悩
み
、
２
０
０
４
年
３
月
に
退
局
し
た
。

同
年
如
月
、
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
を
設
立
。
当
初
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で

は
食
べ
て
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
、
内
部
告
発
者
の
人
権
を

守
る
弁
誰
士
を
目
指
し
法
科
大
学
院
に
通
っ
た
。
翌
砺
年
、

や
必
も
と
だ
か
し

民
主
党
参
識
院
議
員
・
山
本
孝
史
と
の
出
会
い
が
大
き
な

砺
機
と
な
る
。
自
殺
問
題
に
取
り
組
む
稀
有
な
存
在
だ
っ

た
。
自
殺
対
策
は
社
会
問
題
、
国
や
自
治
体
が
取
り
組
む

べ
き
だ
と
い
う
法
律
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
た
。
だ
が
そ

の
矢
先
、
山
本
は
が
ん
に
侵
さ
れ
る
。
余
命
を
考
え
る
と

帖
年
の
通
常
国
会
で
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

．
あ
ず
遇

山
本
の
耐
誌
説
蝋
燭
・
東
狐
家
子
に
よ
れ
ば
要
塞
驍
院
の

え
札

野
党
の
議
員
立
法
が
通
る
こ
と
は
稀
」
と
い
う
逆
境
の
巾

を
、
大
胆
に
も
わ
ず
か
妬
日
間
で
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
た

の
だ
。
し
か
も
関
わ
っ
て
き
た
が
ん
対
策
蕊
本
法
も
同
時

に
。
そ
の
離
れ
業
を
完
遂
す
る
に
は
、
諸
問
題
が
山
獄
す

る
厚
生
労
働
委
員
会
で
は
な
く
内
閣
委
員
会
で
、
質
疑
を

省
略
し
、
参
・
衆
而
議
院
を
通
過
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

議
員
立
法
を
厩
疑
な
し
で
通
す
に
は
、
超
党
派
で
事
前
に

議
論
を
重
ね
、
全
党
の
賛
同
が
必
要
だ
。
法
案
は
で
き
て

い
た
。
あ
と
は
与
党
内
を
説
得
で
き
る
山
本
の
盟
友
の
参

院
議
員
尾
辻
秀
久
・
武
見
敬
三
の
党
内
調
整
と
、
各
野
党

を
押
さ
え
ら
れ
る
主
要
議
員
へ
の
根
回
し
が
必
要
だ
っ
た
。

そ
れ
は
帖
年
５
月
皿
日
に
決
行
さ
れ
た
。
半
年
ぶ
り
に

会
っ
た
山
本
の
鬼
気
迫
る
婆
に
、
満
水
は
思
わ
ず
身
腱
い

し
た
。
痩
せ
こ
け
て
倒
れ
そ
う
な
の
に
、
携
帯
電
話
を
堀
寧

り
し
め
て
議
員
に
次
々
と
連
絡
を
取
り
、
清
水
を
連
れ
て

回
り
始
め
た
の
だ
。
な
か
に
は
「
い
ま
じ
ゃ
な
く
て
も
」

と
否
定
的
な
反
応
を
示
す
人
も
い
た
。
そ
れ
に
対
し
「
こ

れ
は
私
の
置
き
み
や
げ
だ
か
ら
」
と
言
っ
た
。
た
だ
な
ら

三
》
壁
一
判
鴬
爵
↑

た
の
か
、
彼
ら
の
覚
悟
に
報
い
る
た

め
に
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
辞
め
自
殺
対
策
に

．
即
町
可
細

ざ

１
１

ユ

９
画
勾
蜘
岫
哩
‐
州
刎
凹
Ｗ
■
【

蕊

鱗
建
凄
↓

！
…

ぬ
迫
力
の
山
本
に
反
論
で
き
る
議
員
は
い
な
か
っ
た
。

法
案
成
立
の
た
め
に
清
水
も
動
示
た
。
自
死
遺
児
や
全

図
の
仲
間
た
ち
と
署
名
巡
動
を
展
淵
し
た
の
だ
。
こ
の
と

き
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
経
験
が
生
き
る

間
自
殺
者
と
同
じ
３
万
錐
と
し
、

や
す
い
形
で
惜
報
提
供
し
た
。
街

す
い
新
宿
で
実
施
。
顔
を
あ
げ
て

先
に
原
稿
を
拡
大
し
た
〃
カ
ン
ペ

カ
メ
ラ
の
前
に
立
っ
た
。
鋤
以
上
の
全
国
メ
デ
ィ
ア
で
紹

介
さ
れ
、
自
殺
対
策
推
進
の
機
運
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

一
方
で
山
本
は
、
参
議
院
本
会
議
で
自
ら
が
ん
を
告
白

し
な
が
ら
自
殺
・
が
ん
対
策
基
本
法
の
早
期
成
立
を
訴
え

た
。
そ
の
映
像
が
報
道
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
へ
結
局
肋
万

を
超
え
る
署
墹
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
声
に
押
さ
れ
る
よ
う

に
会
期
末
寸
前
、
自
殺
・
が
ん
対
策
基
本
法
は
坐
坐
斗
し
た
。

だ
が
、
自
殺
対
策
は
法
律
が
で
き
れ
ば
動
き
出
す
ほ
ど

蕊
鼎
螺
窪
蕊
灘
淵
鱸

部
で
高
い
提
築
採
用
率
を
誇
っ
た
瀧
画
力
を
駆
使
し
、
自

殺
対
策
が
稼
動
す
る
よ
う
に
次
々
を
仕
掛
け
て
い
っ
た
。

僻
年
、
官
民
連
携
を
訴
え
る
た
あ
釘
都
道
府
県
で
シ
ン

稀
有
な
企
画
力
で
荘
掛
け
連
発

０

自
治
体
の
実
績
を
車
央
省
庁
へ

山
本
の
妻
・
ゆ
き
は
笥
彼
（
滞
杢
は
信
用
で
き
る
。
曾

殺
対
策
は
）
任
せ
た
」
と
話
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る

清
水
が
非
妥
協
的
で
あ
る
の
は
、
壮
絶
な
政
治
家
の
姿
を

目
の
当
た
り
に
し
論
「
山
本
さ
ん
に
恥
ず
か
し
く
な
い
仕

事
を
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
液
あ
る
か
ら
だ
。

１

と
話
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

住
地
を
選
ん
で
い
く
と
、
簡
単
に
相
談
窓
口
を
探
せ
る
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
相
談
に
あ
た
る
現
場
の
人

た
ち
が
連
擁
す
る
た
め
の
緊
急
研
修
会
も
開
催
し
た
。

昨
錐
、
自
殺
対
策
強
化
月
間
（
３
月
）
の
標
語
に
「
あ

な
た
も
Ｇ
Ｋ
Ｂ
釘
宣
言
！
」
｜
が
採
用
さ
れ
た
際
に
抗
議
し

た
。
悩
む
人
に
支
援
機
関
を
紹
介
し
自
殺
を
予
防
す
る
門

番
（
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
）
を
灯
都
道
府
県
に
増
や
す
広
告

だ
が
、
深
刻
な
問
題
に
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
名
を
も
じ
る

セ
ン
ス
な
ど
を
問
題
視
し
、
全
国
池
の
民
間
団
体
と
山
本

ゆ
き
か
ら
も
抗
議
文
を
集
め
、
抗
議
声
明
を
発
表
。
自
殺

対
紫
に
熱
心
な
参
院
議
員
（
当
時
）
松
揃
大
悟
が
予
算
委

員
会
で
質
開
す
る
と
き
に
抗
議
文
を
紹
介
し
た
。
国
民
的

関
心
鞭
に
も
な
り
、
政
府
は
異
例
の
撤
回
に
踏
み
切
っ
た
。

ら
か
Ｌ

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
副
代
表
・
根
岸
親
は
、
清
水
の
一
声
で

急
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
と
い

う
。
傭
報
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
と
伝
わ
ら
な
い
か
ら
だ
。

一
方
で
時
間
を
か
け
て
積
み
上
げ
る
仕
事
も
あ
る
。
一

つ
は
前
記
の
自
殺
実
態
調
査
で
あ
る
。
師
年
か
ら
５
年
か

け
て
行
っ
た
。
自
殺
に
至
る
ま
で
に
は
平
均
し
て
四
つ
の

要
因
が
連
鎖
し
て
お
り
、
会
社
員
の
場
合
、
配
置
転
換
↓

過
労
↓
職
場
の
人
間
関
係
↓
う
つ
状
態
↓
自
殺
、
自
営
業

者
な
ら
ば
連
帯
保
証
債
務
が
経
路
に
入
っ
て
い
た
。

囎
年
に
は
警
察
庁
の
自
殺
統
計
が
細
か
く
公
表
さ
れ
始

め
る
。
「
自
殺
対
策
を
推
進
す
る
議
員
有
志
の
会
」
の
参

院
議
員
・
柳
澤
光
美
ら
が
何
度
も
要
望
し
た
こ
と
が
報
わ

れ
た
。
「
実
態
の
解
明
が
対
策
の
般
大
の
原
動
力
に
な
る
」

と
清
水
が
語
る
と
お
り
、
全
国
で
対
策
が
動
き
出
し
た
。

都
市
型
自
殺
対
策
の
モ
デ
ル
自
治
体
と
位
置
夢
け
て
い

況
を
、
自
殺
総

知
票
」
に
し
て

で
取
り
上
げ
ら

肥
年
、
リ
ー

薙
戒
し
て
、
失

ボ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
さ
ら
に
自
治
体
の
自
殺
対
策
災
施
状

自
殺
総
合
対
蛾
大
綱
に

失
業
し
た
人
な
ど

発
表
。
対
策
の

れ
、
首
長
ら
の

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

準
じ
た
評
価
無
準
で
一
通

遅
れ
た
自
治
体
で
は
議
会

危
機
感
を
引
き
剛
し
た
。

後
に
不
況
に
よ
る
向
殺
を

が
抱
え
て
い
る
悩
み
や
届
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＆

空

現 代の肖像

る
の
が
一
塁
駅
都
足
立
区
だ
。
詔
区
内
で
最
も
自
殺
者
が
多

い
年
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
が
対
策
に
関

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
区
長
の
近
藤
や
よ
い
は
、
滝
水
に

初
め
て
会
っ
た
と
き
言
わ
れ
た
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

「
対
紫
の
た
め
に
何
も
新
し
く
つ
く
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
庁
内
だ
け
で
な
く
、
警
察
、
消
防
、
病
院
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
庁
外
団
体
に
血
を
通
わ
せ
る
、

つ
ま
り
自
殺
対
策
の
た
め
に
連
携
を
す
る
こ
と
で
す
」

眠
れ
な
い
、
税
金
滞
納
●
・
…
・
蚤
拠
聯
で
「
も
し
か
し
た

ら
」
と
い
う
視
点
で
住
民
に
接
し
、
的
確
な
連
揺
を
行
う
。

清
水
に
よ
る
と
、
実
績
を
上
げ
て
い
る
自
治
体
は
、
足
立

区
の
よ
う
に
区
長
が
先
頭
に
立
ち
地
域
全
体
で
「
面
」
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
足
立
区
は
佃
年
か
ら
対
紫
を
始

め
、
ｎ
年
は
ピ
ー
ク
時
か
ら
鋤
％
も
減
少
。
昨
年
は
少
し

増
加
し
た
が
、
さ
ら
に
総
合
的
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、

清
水
ら
と
年
３
回
は
戦
略
を
練
る
と
い
う
。

「
地
方
自
治
体
で
の
笑
践
例
の
蓄
穣
は
、
実
は
中
央
政
府

の
政
錐
に
大
き
な
影
聯
を
与
え
る
」
と
湯
浅
は
言
蕗
中

央
政
府
が
政
飛
決
定
を
行
う
際
、
般
も
参
考
に
す
る
の
が
、

地
方
肖
精
体
の
先
進
的
取
り
組
み
事
例
や
、
広
汎
な
自
治

体
の
支
持
を
得
ら
れ
る
軍
点
的
政
策
マ
タ
ー
だ
。
自
治
体

へ
の
働
き
か
け
は
中
央
省
庁
を
動
か
す
近
道
に
な
る
Ｉ

清
水
は
そ
れ
を
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
湯
浅
は
一
盲
恥

今年7月の｢自職のない社会づくり市区町

村会！(封硫間区町村参画)織会句盲論侭の
担当考が染まり､悩殺交換をはかる輪ライフ

リンクは聯務局兼コーディネーター

清
水
が
休
め
る
の
は
体
調
不
良
の
と
き
ぐ
ら
い
だ
。
こ

の
ハ
ー
ド
な
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
の
は
、
支
え
ら
れ
て
い

た
人
が
支
え
る
人
に
な
る
瞬
間
に
出
会
え
る
か
ら
だ
と
い

う
。
遺
族
の
中
に
は
過
酷
な
人
生
を
強
い
ら
れ
た
人
が
少

な
く
な
い
。
で
も
「
自
分
の
つ
ら
い
経
験
が
誰
か
の
悲
し

み
の
歯
止
め
に
な
る
な
ら
」
と
実
態
調
査
に
参
加
し
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る
人
も
い
る
。

つ
ら
さ
を
優
し
さ
に
変
え
る
力

生
き
心
地
の
よ
い
社
会
を
創
る

「
人
間
に
は
つ
ら
さ
を
優
し
さ
に
変
え
る
力
が
あ
る
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
人
間
、
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
」

秋
田
で
自
殺
対
紫
を
す
る
佐
藤
（
前
出
）
は
説
Ｆ
ン
ァ

の
詩
人
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
言
葉
を
ロ
に
し
た
。

「
悩
め
る
貝
殻
に
の
み
典
珠
は
宿
る
」

貝
の
中
に
は
異
物
が
侵
入
す
る
。
そ
れ
は
貝
に
と
っ
て

は
激
痛
な
の
だ
が
、
そ
れ
に
耐
え
て
包
み
込
ん
だ
貝
だ
け

が
輝
く
真
珠
を
宿
す
、
と
い
う
言
葉
だ
。
「
挫
折
し
た
傷

跡
を
凝
視
し
立
ち
上
が
る
」
と
佐
藤
。
幾
疫
も
苦
境
を
乗

り
こ
え
て
き
た
清
水
に
も
当
て
は
ま
る
。

現
柾
、
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
の
常
勤
職
員
は
９
人
。
活
動
経

■しみず．やすゆ塵

1972年東京祁生まれ蹴父は元NT『職員同4
歳上の姉と2歳上の兄がいる｡埼玉
県内の小学核に通う。

88年高校中退｡留学のため渡米b高挟卒
紫掻､2年間世界を放浪諺

92年ニューヨーク州立大学入学。
“年国瞭基懸教大学3年に逼入｡厩ま
で生テレビ!｣に出演していた準教
授･萎尚中の発意を聞いて､この人
のいる大学に行きたいと思う｡奎濤

のTOEICスコアは艶5点(満蕊990》。
97年NHKに入局し､札幌放送扇動讓圃
新人歓迎会で先輩から芸に類する

ことをやるよう言われるも拒否｡
2㈹0年目死遺児の取材を始める．
01年東京放避センター報逓局に異難
「クローズアップ現代lなど担当。
「お父さん死なないで～親の自殺
遇された子供たち～｣を放遥，

04年N｝{K退局｡ライフリンク設立｡当初
は事務所もなく喫茶店をハシゴも
今も喫茶店で仕湖をすることが多
く｢都内鰯ルノアールの塲所をほぼ
把握している｣(渇浅識)”

05年自殺対策シンポジウムを開催駒国
会鞭卿らに自殺対策の必要性を認
えるために麗催｡自死遺族らが体
験談を艦す｡当時の厚生労働大臣
尾辻秀久も出席.尾辻隠係各省と
連絡しながら取り組みを進めてい
きたいjと発言｡気運嵩まる。

鯖年自殺対索法制化を求める3万人署
名蓮動聞姶｡10万筆婁まる｡｢自殺
対策基本法j成立。

07年自裟実態鯉査壷開始b清水が働き
取りをした舅死追族女性によると
「自分の脂に耳を傾け､寄り添って
くれた｡吠変でした樺という言葉
があ+ﾉ､貴める言薬憾なく一緒に思
いを馳せてくれた｣。

08年順殺爽離日番釦08j発表。
09年内閣府参与に就任。
13年深刻化する若者の自殺の背驚鯛査
のため就潜中の学生200人耐へ聞
き収1ﾉ"｢日本自殺総合対無学会」
発足(今秋予定)｡現堤の実践と研
究､政策を連動させる仕組みを作
器ため。

賀
は
寄
付
や
蚕
託
金
で
賄
っ
て
い
る
。
東
日
本
大
濯
災
発

生
ま
で
は
４
年
間
日
本
財
団
か
ら
毎
年
７
千
万
円
の
寄
付

が
あ
り
、
先
の
調
査
徴
用
も
そ
こ
か
ら
捻
出
し
た
。
国
に

申
請
す
れ
ば
補
助
金
は
出
る
だ
ろ
う
が
、
「
政
紫
提
言
を

む
つ
立
場
上
、
国
と
は
対
等
な
関
係
で
あ
り
た
い
吟
と
申

請
し
な
い
。
寄
付
の
仕
組
み
を
整
え
な
け
れ
ば
と
い
う
。

浦
水
は
周
り
が
凍
り
付
く
の
を
承
知
で
こ
う
冨
乳

「
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
は
常
に
解
散
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
い
る
。
我
々
が
い
な
く
な
っ
て
も
社
会
で
自
殺
対
紫

が
回
っ
て
い
く
状
況
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
だ
か
ら
だ
」

消
水
は
今
後
、
市
民
活
動
版
の
調
査
研
究
機
関
を
立
ち

上
げ
た
い
と
い
う
。
政
府
発
表
に
頼
ら
ず
と
も
、
自
ら
の

手
で
社
会
に
埋
も
れ
た
声
を
可
視
化
し
、
現
場
の
常
識
を

広
く
社
会
に
共
有
し
て
も
ら
』
秀
自
殺
対
策
で
笑
績
を
上

げ
た
よ
う
に
。
そ
う
し
て
行
政
の
あ
り
方
を
変
え
、
生
き

心
地
の
よ
い
社
会
を
創
り
た
い
。
清
水
は
遠
く
な
い
将
来
、

法
人
楢
か
ら
「
自
殺
対
簸
」
を
取
ろ
う
と
も
考
え
て
い
る
。

忍
ぶ
が
Ｌ

良
較
を
蔑
ろ
に
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
別
の
愈
度
か
ら
問

睡
の
深
部
へ
と
切
り
込
む
た
め
だ
る
』
乳
（
文
卿
緊
燃
》

四
所
正
道

１
９
６
１
年
叢
良
県
生
ま
れ
。
馨
書
に
雪
上
海
東
亜
閲
文
癬
院
」
風
裁
謹

（
角
川
欝
堕
書
そ
の
ツ
ラ
さ
は
、
錨
気
で
す
童
斬
潮
枇
）
な
ど
●
本
欄
で
は
「
俳

優
・
堺
雅
人
舅
歌
人
・
徳
村
弘
」
転
ど
を
執
誠
。

叢悔んだと都&;富永淳”める蹴聴目畿先『よりそも､ネットライン』【01塾訂9母38､遡鰹1撫赫識爵間対応）
鞠植誤先が轍申に猟乱蝿ウ、フサイトIいのらと荘らしの鰡誠ナ膣』(耐卿;〃H1誠1,k.曲郵Rﾉ）
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